
第１１９回神河町議会定例会に提出された議案

○町長提出議案

報 告 第 ３ 号 令和５年度神河町一般会計予算繰越明許費に係る繰越計算書の報告の

件

報 告 第 ４ 号 令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算繰越明許費に係る

繰越計算書の報告の件

第５９号議案 中播公平委員会委員の選任の件

第６０号議案 神河町ひと・しごと・未来館の設置及び管理に関する条例制定の件

第６１号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例制定の件

第６２号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

第６３号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例制定の件

第６４号議案 兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部を改正する規約制定の

件

第６５号議案 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約制定の件

第６６号議案 兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

第６７号議案 神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得の件

第６８号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第１号）

第６９号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

第７０号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

第７１号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

第７２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第１号）

第７３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第１号）

第７４号議案 令和６年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第１号）

第７５号議案 財産処分の件

第７６号議案 財産処分の件
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神河町告示第９３号

第１１９回神河町議会定例会を次のとおり招集する。

令和６年５月３０日

神河町長 山 名 宗 悟

１ 期 日 令和６年６月１１日

２ 場 所 神河町役場 議場

○開会日に応招した議員

小 島 義 次 松 岡 宣 彦

木 村 秀 幸 藤 森 正 晴

小 寺 俊 輔 藤 原 資 広

 納 良 幸 栗 原  哉

安 部 重 助 澤 田 俊 一

吉 岡 嘉 宏

○応招しなかった議員

な し

－３－



－４－



令和６年 第１１９回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和６年６月１１日（火曜日）

議事日程（第１号）

令和６年６月１１日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 報告第３号 令和５年度神河町一般会計予算繰越明許費に係る繰越計算書の報

告の件

日程第５ 報告第４号 令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算繰越明許費に

係る繰越計算書の報告の件

日程第６ 第５９号議案 中播公平委員会委員の選任の件

日程第７ 第６０号議案 神河町ひと・しごと・未来館の設置及び管理に関する条例制定の

件

日程第８ 第６１号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第６２号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１０ 第６３号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 第６４号議案 兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部を改正する規約制

定の件

日程第１２ 第６５号議案 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約制定の

件

日程第１３ 第６６号議案 兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

日程第１４ 第６７号議案 神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得の件

日程第１５ 第６８号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第１号）

日程第１６ 第６９号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１７ 第７０号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）

日程第１８ 第７１号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１９ 第７２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第２０ 第７３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第１号）

日程第２１ 第７４号議案 令和６年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第１号）
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本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 報告第３号 令和５年度神河町一般会計予算繰越明許費に係る繰越計算書の報

告の件

日程第５ 報告第４号 令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算繰越明許費に

係る繰越計算書の報告の件

日程第６ 第５９号議案 中播公平委員会委員の選任の件

日程第７ 第６０号議案 神河町ひと・しごと・未来館の設置及び管理に関する条例制定の

件

日程第８ 第６１号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第６２号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１０ 第６３号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 第６４号議案 兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部を改正する規約制

定の件

日程第１２ 第６５号議案 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約制定の

件

日程第１３ 第６６号議案 兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

日程第１４ 第６７号議案 神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得の件

日程第１５ 第６８号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第１号）

日程第１６ 第６９号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１７ 第７０号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）

日程第１８ 第７１号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１９ 第７２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第２０ 第７３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第１号）

日程第２１ 第７４号議案 令和６年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第１号）

出席議員（１１名）

１番 小 島 義 次 ７番 松 岡 宣 彦

２番 木 村 秀 幸 ８番 藤 森 正 晴

３番 小 寺 俊 輔 ９番 藤 原 資 広
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４番  納 良 幸 １１番 栗 原  哉

５番 安 部 重 助 １２番 澤 田 俊 一

６番 吉 岡 嘉 宏

欠席議員（なし）

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長  内 教 男 主査 鵜 野 雄二郎

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 建設課長 藤 原 寿 一

副町長 前 田 義 人 地籍課長 中 野 友 純

教育長 入 江 多喜夫 上下水道課長 谷 綛 和 人

総務課長 平 岡 万寿夫 健康福祉課長 藤 原 栄 太

総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

黒 田 勝 樹 木 村 弘 美

税務課長 藤 原 一 宏 会計管理者兼会計課長

住民生活課長 長 井 千 晴 北 川 由 美

住民生活課参事兼防災特命参事 町参事兼事務長 高 階 正 三

井 出 博 病院総務課長兼施設課長

農林政策課長 前 川 穂 積 井 上 淳一朗

農林政策課参事兼山・川・田園再生特命参事 教育課長兼給食センター所長

岩 田 勲 児 島 浩 司

ひと・まち・みらい課長 教育課参事兼社会教育特命参事

石 橋 啓 明 宮 本 公 平

ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事

 橋 吉 治

議長挨拶

○議長（澤田 俊一君） 皆さん、おはようございます。開会に先立ち、一言御挨拶を申

し上げます。

今年は例年より梅雨入りが遅く、黄金色に実った麦の収穫も順調に行われているよう

であります。

本日、ここに第１１９回神河町議会定例会が招集されましたところ、議員各位並びに
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執行部におかれましては、定刻までに御参集を賜り開会できますことは、町政のため誠

に御同慶の至りに存じます。

先週の土曜日には、町内の幼稚園、小学校の運動会が開催され、私も参観させていた

だきました。今年から６月に開催されたことから、熱中症対策などの心配は軽減された

ようでありますが、ある小学１年生の保護者からは、入学後、学校に慣れていく中での

大きな行事で、少し子供の負担を感じましたとの意見も会場でお伺いしたところでござ

います。

昨年４月に施行されたこども基本法は、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精

神にのっとり、全てのこどもが将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実

現を目指し、こども政策を総合的に推進することを目的としています。同法には、こど

もの意見表明の機会確保や、こどもの意見の尊重が基本理念の柱の一つとして掲げられ

ています。少子高齢化が進む中で、子供は神河町の宝物であります。神河町の青少年を

対象としたそれぞれの事業について、大人の考えだけではなく、こどもを真ん中にした

見直し、改善を期待いたします。

さて、今次定例会に付議されます案件は、後ほど議会運営委員長から報告を受けます

が、報告、人事、条例の制定・一部改正、規約の一部改正・変更、財産取得、各会計補

正予算など、計１８件であります。いずれも町政にとって重要な案件であります。議員

各位におかれましては、町民の皆様の負託に応えるために慎重審議に努めていただき、

適正妥当な結果が得られますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。第１１９回神河町議会定例会の開会に当

たり、一言御挨拶を申し上げます。

日ごとに山の木々の緑が色濃くなり、爽やかな風を感じています。また、町内各地で、

特に猪篠の庭先や農道の脇一体には、アジサイの淡いグラデーションを集中して見るこ

とができる季節になりました。

一方で、今年の梅雨入りは平年よりも遅く、近畿地方は今週末１６日頃との予想です。

神河町では、５月２８日、長谷足尾雨量計で２５０ミリを超える今年初めてのまとまっ

た雨が降りました。近年では、台風に伴う大雨のほか、それ以外での大雨も警戒しなけ

ればならない状況がしばしば発生しています。これから梅雨入りとともに、梅雨前線の

発達に伴う線状降水帯の動きに注視しながら、最新の情報発信、早め早めの避難指示な

ど、水防対策に努めてまいります。

５月１９日には、第１６回神河町消防操法訓練大会が開催され、ポンプ自動車の部優

勝は小田原分団、小型ポンプの部優勝は越知谷分団、同じく準優勝は小田原分団でござ

いました。入賞されました分団の皆様、本当におめでとうございます。

また、団員の皆様の日々の活動と、それを支えていただいている御家族、地域の皆様
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に心から感謝を申し上げます。優勝された分団は、６月２３日、兵庫県立広域防災セン

ターで開催される中播磨消防操法大会に出場していただきます。さらなる上位大会への

出場を期待しています。

今月８日土曜日には、町内幼稚園、小学校の運動会が行われました。初めての試みと

なる暑さ対策としての６月での開催。幼稚園、新入園児や小学校１年生にとっては、環

境に少し慣れてきた時期での開催とあって、保護者の皆様には心配もされたことと思い

ます。そんな中、当日は天候にも恵まれ、園児や児童の力いっぱいの演技に保護者の皆

様はじめ、地域の皆様からの大きな声援で運動会を終えることができました。改めまし

て、御指導いただいた先生方はじめ、御理解、御協力いただきました保護者の皆様に感

謝申し上げます。

同じく８日には、中村区のほたる祭りが開催され、多くの来場者でにぎわっていまし

た。１５日には、犬見川のほたる祭り、同じくこっとん亭、グリーンエコー笠形でもほ

たる祭りが開催されます。毎年多くの方がこの神河町内のほたる祭りに来られます。神

河町の豊かな自然に触れ合い、楽しんでいただきたいと思います。

次に、５月２４日から、第１５回目となるブロック別町長懇談会を開催しています。

７ブロック中５ブロックを終え、残すところ小田原、長谷ブロックとなりました。各地

域の課題をしっかり捉え、区役員の皆様とまちづくりの方向性をしっかり共有して、次

の政策展開に生かしてまいります。

さて、本日は、第１１９回神河町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位の

御出席を賜り、議会が開催できますこと厚くお礼申し上げます。今定例会には、報告２

件、人事案件１件、条例制定改正及び規約の改正７件、財産取得案件１件、令和６年度

一般会計ほか各会計補正予算７件など、計１８件を提案させていただきます。

なお、５月１日の第１１８回神河町議会臨時会における専決処分、令和５年度神河町

産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）の不承認に伴う措置につきましては、

地方自治法第１７９条第４項の規定に基づき、必要な措置として町ホームページにこれ

までの経過、改善に向けた取組等について掲載しましたので、議会に報告いたします。

以上、議員の皆様にはよろしく御審議賜り、御承認賜りますようお願い申し上げまし

て、開会に当たりましての挨拶とさせていただきます。

午前９時０８分開会

○議長（澤田 俊一君） ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達してい

ますので、第１１９回神河町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

それでは、日程に入ります。

・ ・
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日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（澤田 俊一君） 日程第１、会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長から指名します。

７番、松岡宣彦議員、８番、藤森正晴議員、以上２名を指名します。

・ ・

○議長（澤田 俊一君） 次の日程に入る前に、先般開かれました議会運営委員会の決定

事項について報告を受けます。

安部重助議会運営委員長。

○議会運営委員会委員長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。議会運営委員

長の安部です。議会運営委員会の報告をいたします。

去る６月５日、議会運営委員会を開催し、今期定例会の議事運営について協議し、決

定した事項を御報告申し上げます。

まず、会期の日程ですが、本日から６月２５日までの１５日間と決しております。町

長から提出されます議案は、報告２件、中播公平委員会委員の選任１件、条例の制定１

件、条例の一部改正３件、規約の一部改正２件、規約の一部変更１件、財産取得１件、

補正予算７件の計１８件です。なお、議会からの提出議案はございません。

閉会中に受理した請願はございませんが、陳情１件を受理しております。議会運営基

準第１４２条の規定により、その写しを配付しておりますので御確認ください。

議事日程につきましては、お手元に配付しております日程表のとおりでございます。

本日、第１日目は、提案説明の後に質疑を行い、報告第３号から第４号については了

承、第５９号議案から第６７号議案については討論の後、表決をお願いすることにして

おります。第６８号議案の令和６年度一般会計補正予算（第１号）については、総務文

教常任委員会に付託し、審査をお願いすることになります。一般会計との関連がある第

６９号議案から第７１号議案の各特別会計補正予算については、最終日に、討論の後、

表決としております。第７２号議案から第７４号議案の各事業会計補正予算は、討論の

後、表決をお願いすることにしております。

一般質問につきましては、事前に通知のとおり、通告締切りを５月３１日の午後３時

とし、通告がありました３名の議員により、本会議第２日目の１８日９時から３名の一

般質問を行います。

２５日の最終日は、総務文教常任委員会に付託しました議案の審査報告を受け、表決

をお願いすることにしております。

以上のとおり、今期定例会の会期日程及び議事日程について決定し、議長にお願いし

ております。

議員各位には格段の御協力をお願い申し上げます。

以上で議会運営委員会の報告を終わります。

○議長（澤田 俊一君） 議会運営委員長の報告が終わりました。
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それでは、日程に戻ります。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（澤田 俊一君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。今期定例会の会期は、本日から６月２５日までの１５日間としたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から６月２５日までの１５日間と決定しました。

・ ・

日程第３ 諸報告

○議長（澤田 俊一君） 日程第３、諸報告でございます。

監査委員より例月出納検査及び行政監査の監査報告を提示していただいております。

お手元にその写しを配付しておりますので、御一読願います。

閉会中の主な事柄については、別紙一覧表として配付しております。

なお、各委員会の閉会中の活動状況については、各委員長より報告をしていただきま

す。

まず、総務文教常任委員会、藤原資広委員長、お願いします。

○総務文教常任委員会委員長（藤原 資広君） おはようございます。総務文教常任委員

会委員長の藤原でございます。去る５月１日の臨時議会で、後期２年間の各委員会の構

成替えが行われました。総務文教常任委員会は、小島副委員長、木村委員、納委員、

安部委員、吉岡委員、栗原委員と私の７人が担当し、活動することになりました。

閉会中の５月２０日、総務文教常任委員会を開催し、所管事務について調査を行いま

したので、お手元の開催結果報告書の中から主な項目について報告いたします。

最初に、教育委員会部門の１つ目ですけども、学校教育関係です。第２次神河町長期

総合計画に「郷土を愛し、次世代を担う人材を育てる」という目標があり、その目標に

地域を担う人材とある。何を目的に人材を育てようとしてるのかとの問いに、人を育て

るという意味では、ふるさとを愛しを１番に掲げている。神河町で生まれ育っている子

供たちに、地域を愛し、地域を誇りに感じ、地域に生きていきたいという思いであった

り、力であったり、そういうものを育てていきたいというのが一つある。もう一つは人

材です。教師や教育に携わっている方々がしっかり子供たちに関わってもらい、育てて

いただくということを年度当初、教職員に目指している町の教育の方針をしっかり伝え

ており、教職員、教育に携わっている方々にも研修を積んでもらいたいと伝えていると

いう答弁でございました。

次に、「次世代を担う」というのは、幅が広い、何を目的にしているのか意図が分か

りにくいがという問いに対しまして、狭義で取るのか、広義で取るのかだが、教育とい
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う観点からいえば、神河町に住む人として、そうしてほしいだとか、人を育てる中で神

河町に足場を置いてほしいし、また、住んでほしいが、グローバルにいろんなところで

思うように生きてほしい。２１世紀に入りＡＩ時代を迎えており、そういう分野の中で

生きていく子供たちも育て上げなくてはならないと思っている。そういう教育の観点か

ら、次世代という表現にしているという答弁でございました。

最後に、スクールバスの件で、部内だけでの話で全然前に進んでいない。業者も入っ

ていないとか、町長も来てないということがあった。３月の予算委員会のとき、町長も

前に出て、いや、私が最初に入って、新年度になればきちっとしますという話だったが、

教育課としてどう思っているのかという問いに対しまして、この件については、議会か

ら政策提言をいただいている。これまで最終的な解決策はスクールバス方式かなと答え

てきた。そういう認識に立ち、今年度検討していく。いろいろと検討する中で課題も出

てくるので、各担当課や町長も含め協議することにしている。各関係機関の中に業者が

入ってくるものと考えている。今後、関係会社、関係機関と調整したものを持ち寄り、

関係課の中ですり合わせをするという答弁でございました。

次に、社会教育関係でございます。最初に、町民体育館アリーナの雨漏り改修とＬＥ

Ｄの照明機器の改修とあるが、既に設置されているＬＥＤの改修なのか。また、温水プ

ールで社会参加と介護予防効果の関係モニタリングがあるが、その意図はという問いに

対しまして、ＬＥＤ照明は、新年度で切れている水銀灯をＬＥＤに変更する。水銀灯に

代わる新しい電球が今できているので、壊れているところだけＬＥＤに替えれば照度バ

ランスが取れないため、水銀灯に代わる新電球で修繕する。

また、社会参加と介護予防効果の関係モニタリングは、数年間医療費を見比べてもら

い、水泳すれば医療費がどう変化するのか、また、他の方と比べ医療費がどう変化する

のかのモニタリングとなるとの答弁でした。

次に、温水プールの利用人数を見ると、プールの利用者数が減っている。大学の水泳

部にモンテ・ローザを活用した合宿形式での勧誘をしてはどうか。一方、町ぐるみ健診

のデータを活用して、悪い方をピックアップし、水中運動モニタリングの血液検査デー

タを収集し、保健師や教育委員会から、水中運動は血液数値の改善にはとてもよい運動

になるので、会員になってもらえないかとの勧誘をしてはどうかとの問いに対しまして、

大学になれば５０メートル以上のプールを希望されると思うが、温水プールは２５メー

トルである。積極的にＰＲしていきたい。また、町ぐるみ健診の数値を見ながら、少し

数値の悪い方を優先的に選出し、その方に３か月程度のプログラムの水中教室を体験し

ていただき、その後、血液検査をしてもらえれば、水中運動の効果も見えてくると思う

ので、その方向で取り組む予定だとの答弁でした。

最後に、中学生同士で温水プールに行くが、泳げる子は泳ぎ、泳げない子はジムを利

用していた。しかし、ジムは高校生以上が対象となっている。ジムの利用要件の見直し

はできないかとの問いに対しまして、ランニングマシンなら中学生でも小学生でも親子
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連れの方などでも、子供が使ったりしている。安全面のことも考えながら検討し、利用

要件などを広報していきたいとの答弁でした。

次に、給食センターの関係でございます。市川町の学校給食センター共同運営の協議

はまだ継続しているのか、方向性を変えようとしているのかの問いに対しまして、直近

の協議では、急いで一緒にすることは少し先送りしようという話になった。その要因は、

あと数年すれば床面積を増やさなくても済むだとか、大規模な改修も要らない人数にな

ることが予測できることから、性急に共同ですることはやめてはどうかという提案を市

川町から受けた。消滅可能性自治体に２町ともランクインしているので、１町で給食セ

ンターを運営するということに無理があるだろうという考えは変わっていない。そう見

込んだとき、可能性として福崎町も含めて一緒にやってはどうかという話も出ていたが、

福崎町は現時点ではどこかの町と一緒にやろうという考えはないとのことであった。一

緒にやらないという結論には至ってない。いずれ一緒にやるべきであろうという考えは

引き続き持っているとの答弁でした。

次に、税務課の全般でございます。滞納者を減らしていくことは、現年の徴収率を上

げ、現年の未納者を減らしていくことしかないと思うがどうかとの問いに対しまして、

当年度分の徴収漏れを防ぐこと、この５月から藤田川崎法律事務所の弁護士に会議に同

席してもらえるので、滞納繰越分については、弁護士の意見も聞きながら事務処理を明

確に持つ必要があると思っている。それと、新たな滞納者を増やさないといった観点か

ら、徴収と滞納処分に取り組んでるということでした。

報告を受けました令和５年度不納欠損処分については、当委員会として了承しており

ます。

次に、会計課でございます。令和６年度はいろいろな事業が始まる。その辺りの段取

りをどう読み取りしてるのかの問いに対しまして、令和６年度から非常に大きな事業が

重なってくるので、繰替え運用、そして振替するタイミングにも注意する必要がある。

毎月の収支を明確に捉えて集計していくのが基本になるので、基本に忠実に、そして少

し工夫もしながら乗り切っていきたいとの答弁でございました。

総務課関係でございます。まず、１つに、行政におけるデジタル化の取組状況につい

ての質問です。電子入札の導入について、県下ではどの程度まで普及しているのかの問

いに対しましては、市はもうほとんど導入されている。町レベルでは、昨年の４月時点

では、猪名川町と多可町の２町だけだった。現時点では、太子町、神河町、福崎町、佐

用町が令和６年度の１０月から加入されると聞いてるとの答弁でございました。

次に、廃校跡地整備活用事業についてでございます。越知谷第２小学校跡地の地域交

流センターの件だが、せんだって申入れがあったと説明を受けたが、説明できる範囲で

教えてほしいとの問いに対しまして、地域交流センターの跡地活用について、５月中旬

にある業者から見学させてほしい旨の話があった。その業者の使用目的は、７月に４０

人近い留学生を受け入れることになっており、外国人留学生の研修施設とし活用してい
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きたいとのことであった。交流センターは、山村留学生を受け入れする際に教室はほと

んど宿泊施設に改修されており、すぐにでも利用したいとの思いがあり、できれば今月

からでも契約させてほしいとのことであった。施設の再活用について、地元の意見も確

認した上で進めていかなければならないので、早急に事業計画書を提出していただくよ

うに説明をしているとの答弁でございました。

その他といたしまして、最初に、現在、人事評価は管理職に反映している。一般職の

処遇に反映するのは令和６年度以降予定となっているが、具体的に今年度から準備し、

どのようにやっていくのかも決まっているのかの問いに対しまして、人事評価は今年中

に決めていきたい。職員組合とは少し話をし、どこが課題なのか、職員組合としても提

案を受けたいと伝えている。双方が確認した上で、検討委員会で議論していきたいとの

話もしている。令和６年度から導入云々というものは現時点ではまだできてないとの答

弁でございました。

次に、民間では、管理職評価が全員Ｂというようなことはあり得ない。Ａ、Ｂがいれ

ばＣ、Ｄもいる。そのような評価をしていないのなら、全員がオーケーになる。競争さ

せる意識づけができないことになる。今度、一般職に導入していくなら、このような評

価方法ではＢ以下はできないのではの問いに対しまして、管理職については、導入した

結果Ｂ以上となったが、基本的に管理職の中ではＢ以下のＣがついた職員もいるので、

人事評価は機能していると判断しているとの答弁でございました。

最後に、遊具といえばいろいろあり、どんな遊具でもよいが、１０年程度使用すれば

劣化して使えなくなるとか、１０年後にはリニューアルをしていかなければならないレ

ベルの遊具なのかの問いに対しまして、今のちびっこ広場の遊具は平成１１年頃に設置

し、ちょうど３０年ぐらい経過しているので、今回リニューアルを計画した。基本的に

同じような遊具とは言わないが、提案する業者からは、長く使えそうな遊具の提案にな

ると聞いている。インクルーシブでどんな形状でもよいので、多様性のある遊具になる

と思います。長い期間使ってもらえる新しいちびっこ広場の整備ができると考えている

との答弁でございました。

以上、質疑のあった主なものを報告いたしましたが、これ以外の質疑、応答につきま

しては、お手元の報告書にまとめておりますので、御覧いただきたいと思います。

これで総務文教常任委員会の報告を終わります。

○議長（澤田 俊一君） 次に、民生福祉常任委員会、松岡宣彦委員長、お願いします。

○民生福祉常任委員会委員長（松岡 宣彦君） おはようございます。民生福祉常任委員

会委員長の松岡です。閉会中の５月２４日に民生福祉常任委員会を開催し、所管事務に

ついて調査を行いましたので、その主な項目を報告いたします。

まず、１番目、公立神崎総合病院の事務調査報告です。主な質疑応答は、次のとおり

です。

予算執行状況を見ると赤字決算で、今、経営改善に取り組んでいるが、経費を削る努
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力をもっとしなければいけないのではという問いに対しまして、人件費については、人

事院勧告に伴ったベースアップが必要であったので増額となった。また、医師の確保と

いう理由で、当院の医師は都会よりも高給優遇で来ていただいているのが現状である。

給与等については、条例、規則に基づいて支払っているので、これ以上削減できない。

そこで、収入を上げるために訪問診療やレスパイト入院、慢性期医療を始めようと調整

を行っているという答えでした。

医師修学資金貸与金事業の件で、６年間の大学修学の後、医師免許を取得、その後７

年間の実務研修を経て公立神崎総合病院に入職していただくことになっている。しかし、

このたびも含め２名が入職を辞退されている。見直しが必要ではという問いに、平成２

１年からの制度で現在まで８名に貸与し、そのうち２名が入職を辞退され、５名が令和

１１年から順次入職予定になっている。実は、令和３年度の新規貸与を行うかのときに、

一度立ち止まることが大切との考えで、令和３年度から新規の申込みは受け付けていな

いという答えでした。

姫路労働基準監督署から時間外勤務について是正勧告を受けたとのことだが、長時間

労働が常態化していたということかという問いに対して、令和５年度において、特に総

務課で月４５時間以上の時間外勤務の職員が多く常態化していた。令和６年６月１日付

で事務員１人を採用したので、仕事量は薄まると考えているという答弁でした。

次に、当院で白内障の手術に対応した設備や機器はそろっているか、また手術できる

医師はいるかの問いに対し、医療機器は更新していないので、新たに設備を整えるのに

０００万円程度必要になる。手術する医師はいるが、イレギュラーに備えた手術の支

援サポートも必要になる。それらの償却などを考慮するとコスト的に難しい。白内障へ

の対応について、病院と住民の皆さんにとってどの方法が一番ベターなのかを検証し、

方向性を考えていきたいとの答えでした。

その他、質疑応答以外の報告です。令和５年度不納欠損処分について、外来診療費１

件、３３０円を当委員会で承認いたしました。

次に、２番目、健康福祉課の事務調査報告です。まず、障害者福祉事業及び施設整備

の取組状況について、主な質疑応答は次のとおりです。

問題があった宝寿会に続き、障害者施設「のどか」でも介護給付費等の不正受給が発

覚した。その後、町指定の事業所へ状況確認の声かけなどはしたかという問いに対し、

ほかの事業所への声かけ等はまだできていない。町指定施設については、補助金の支給

を予定しているのでまた確認に行きたい。補助金の申請時には、返還等の内容を確認で

きるよう要綱をつけて送りますということでした。

続いて、食育及び健康増進事業の取組状況について、主な質疑応答は次のとおりです。

町ぐるみ健診の受診者数が００３名とあるが、この数は多いのか、少ないのかとい

う問いに対し、直近の令和４年のデータでは、兵庫県の中で４位なのでまずまず高いほ

うかと思うという答弁でした。

－１５－



続いて、新型コロナウイルス等感染症予防対策について、主な質疑応答は次のとおり

です。

物価高騰対策低所得世帯支援給付金の支給について、当町は６月末支給とのことだが、

姫路市は４月中に支給を終えている。この差は何か。早く支給するべきと考えるがとい

う問いに対し、当町が委託しているシステム会社のシステム改修が５月に入ってからと

なったため、支給手続が遅くなった。今後は、小さい町だからこそ早く丁寧に支給する

ことを心がけていく。また、システム会社に早く改修に着手するよう依頼していくとの

答弁でした。

続きまして、住民生活課の事務調査報告です。主な質疑応答は次のとおりです。

防犯カメラについて、本年度は作畑区、為信区が補助対象として設置されるようだが、

まだまだ防犯カメラが不足しているように思う。補助対象ではなく、町負担で区が希望

する箇所にどんどん設置していくことはできないのかという問いに対し、町管理として

は町境に設置することを基本に進めてきた。町なかの住宅地や主要交差点、ＪＲ駅駅舎

付近には福崎防犯協会が設置を進めている。町としては、一定程度設置にめどがついて

いると考えている。そのほか必要な箇所は補助を活用していただきたいという答弁でし

た。

また、これまでも何度も同様の質問をし、同じ回答を繰り返している。一定程度めど

がついたと考えていても、地域から足りないという声が上がっている以上、町として検

討するべきではないか。検討した上で必要ないのであれば、こういう検討をした結果、

不要と判断したと説明するべきであるという質問に対し、どんどんカメラが増えてきた

環境の中、区からもっと設置してほしいという要望で補助事業をつくった。今回、町で

整備するカメラは町境だけでいいのか、もっと整備すべきかという課題をいただいたと

思っている。区の負担で設置いただいたカメラもあるので、バランスや整合性も含め考

えたいという答弁でした。

続いて、町営住宅の管理運営について、主な質疑応答は次のとおりです。

町営住宅の空き家状況の周知を徹底してほしい。また、ホームページで住宅の外観、

室内の写真を掲載できないかという問いに対し、ホームページに上がっていない福本区、

比延区の町営住宅については、退去修繕が完了し、準備が整い次第入居募集していく。

写真の掲載についても対応していくという答えでした。

次に、特定空家対策の進捗状況について、主な質疑応答は次のとおりです。

特定空家の認定で、吉冨地内の物件は関係者が１６名と判明したようだが、今後の対

策はという問いに対し、１６名のうち４名が町内にお住まいなので、その方々と今後の

対応について、検討、協議し、進めていくという答えでした。

続いて、産業廃棄物処理事業について。５月１日開催の第１１８回神河町議会臨時会

で、専決処分の令和５年度神河町産業廃棄物処理事業会計補正予算（第２号）が審議の

結果、不承認となった件について、地方自治法第１７９条第４項の必要と認める措置の
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説明が行われ、前田副町長から改めて答弁がありました。内容は次のとおりです。担当

者が現場に行く回数が少なかったと思うし、業者からの報告をもっと求めるべきだった

と反省している。今後は、全管理職に予算執行に関して適正に執行していくことを求め

ていく。また、議会に提案する案件については、時間の余裕を持って相談する。申し訳

なかったという答弁がありました。

そして、主な質疑応答については、次のとおりです。この件については、業者が工期

を守らないというのが駄目なので、工期に間に合わない場合のペナルティーを科しては

どうかという問いに対し、工期の遅延など契約違反をした業者は、神河町指名停止基準

により指名停止となる。しかし、今回の場合は工期を延長しているので、それには該当

しないという答弁でした。

その他、姫路市中播消防署の建て替えについてです。主な質疑応答は次のとおりです。

中播消防署北部出張所の建て替え用地については、神河町が購入し、神河町の財産と

なった。建物については、神河町、市川町、福崎町の郡内３町で負担することになるが、

負担割合はどうなるかという問いに対し、令和５年１０月１日現在の人口割で負担割合

を計算するという答弁でした。

福崎町に建設されている中播消防署本署の建物についても、北部出張所と同様に３町

割で負担となるが、現時点での建設金額は、本署、北部出張所それぞれどれぐらいかと

いう問いに対し、本署については、設計費と工事費を合わせて１４億０００万円程度、

北部出張所については、設計費と工事費を合わせて３億０００万円程度であるという

答弁でした。

続きまして、上下水道課の事務調査報告です。継続調査報告事項、主な質疑応答は次

のとおりです。

緊急管路整備について、令和４年から令和８年にかけて古い管を順次取り替えている

ようだが、どういう順番で交換されているのかという問いに対し、２年前に行った管路

のＡＩ診断で漏水するであろう順位が出ているので、その優先度に従って順番に交換し

ているという答えでした。

兵庫県が行う人工衛星による漏水調査に参画する計画はどうなったのかという問いに

対し、これは人工衛星からガンマ波を地上に照射し、地下３メートルまでの水道水に含

まれる塩素に反応して漏水箇所が判明するというものである。現在、県内で約８割の自

治体が参画している。費用は１５０万円までだったと思うが、業者がまだ決まっていな

いのでお伝えはできないという答えでした。

広域連携による３町共同での資材購入の仕組みはという問いに対し、水道メーターや

補修資材、例えばＶＰ管、カバーのソケットなど、２０種類ほどの資材を３町共同で見

積事務を行って業者を決定し、各町で単価契約し発注しているという答えでした。

下水道の統廃合で、令和９年までに１２処理区を６施設に統合する計画は順調に進捗

しているかという問いに対し、予定どおり進捗しているという答弁でした。
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以上、大まかな報告となりましたが、これ以外の項目につきましては、お手元の報告

書にまとめておりますので、御確認ください。

なお、役場執行部におかれましては、報告書を読み返していただき、適正かつ迅速な

事務執行を行っていただき、町民の皆さんが安心、安全、快適に暮らせるように尽力願

いたいと思います。

これで民生福祉常任委員会からの事務調査結果報告を終わります。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 次に、産業建設常任委員会、藤森正晴委員長、お願いします。

○産業建設常任委員会委員長（藤森 正晴君） 産業建設常任委員長の藤森です。閉会中

の産業建設常任委員会の報告をいたします。まず、初めに、３月２２日に委員会を開催

し、摂南大学による神河町の公共交通に関する調査報告を受け、討議を行いました。

主な報告事項でございます。１点目、コミュニティバス・デマンド型交通に関する法

律等についてで、２つ目、神河町内地域交通の現状について、３つ目、富山県朝日町と

豊岡市の２つの市町の取組の紹介、４つ目に、今後の公共交通の在り方について、今後

検討することが望ましいと思われる点について、この報告を受けました。そして、討議

も行いました。詳細につきましては、タブレットを御確認いただきたいと思います。ま

た、今後の取組については、６月２５日産業建設常任委員会を開催し、摂南大学から前

回以降の報告を受け、討議する予定であります。

それでは、次に、５月１５日開催しました産業建設常任委員会の報告をいたします。

まず、初めに、建設課であります。橋梁長寿命化修繕事業についてであります。令和５

年度から繰越事業２件、向田橋（吉冨区）は、令和６年５月３１日に完了予定です。南

橋、越知区であります。他地域との事業費の調整がつかず、繰越しとなり、年明けの完

了を予定していますとの報告であります。

次に、河川環境整備事業であります。猪篠川、野上川との合流付近で立木伐採と雑草

の除去等、また、粟賀町の農協付近から上流の東山谷川の雑草の除去等を予定していま

す。令和６年度は、他地域とのバランスを考えながら、小さな河川から優先的に河川整

備を進めていきますの報告であります。それについて、主な質疑であります。

河川整備で町管理河川の町負担は理解できるが、県管理河川においても町の負担があ

る。財政的な庁内協議はどうなっているのかの質疑であります。これに対し、河川整備

について県の考え方は、下流から順に上流に向かって実施するである。上流部の自治体

は後回しになることがあり、住民から河川をきれいにという要望の声が高いので、町費

を使って進めているの答弁であります。

次に、地籍課であります。地籍調査事業は順調に進捗しております。質疑であります。

森林地籍調査で森林所有者が立ち会いされている率はどれぐらいなのかの質疑に対し、

森林所有者が立会いに来られるのはかなり少ない。ほとんどが委任状という形で森林組

合に委託される。また、所有者は高齢者が多く、体調や安全を考え、逆に立会いを控え

ていただくようにお願いをしているの答弁であります。
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次の質疑に入ります。今後、森林環境譲与税等を使って森林整備等を行われる。所有

者には一度山の現状を見てもらいたい。立会いの案内の仕方も考える必要があるのでは

ないかの質疑であります。これに対し、山の現状を見てもらうには、確かに現地調査の

立会いが一番だと思うが、安全第一であり、立会人の状況を確認し、相談しながら進め

ていきたいと考えている。また、航空写真に境界ラインを示し提供する方法もあるので、

検討したいの答弁であります。

次に、農林政策課であります。主な質疑でございます。農業、林業再生の１つの柱が

設けられた。従来の農業と林業から再生のほうに移行された意図は何か。また、今後の

考え方はの質問に対し、山・川・農地の再生は町の方針である。農政、林政で間に合わ

ない部分と、新たに取組をしていく必要がある部分を再生で位置づけようとしている。

将来につなげていくために、今必要なこと、重点的にやるべきことを再生事業と位置づ

けているの答弁であります。

次の質疑であります。行政は農地を守るために、機械購入補助や肥料代補助等の対策

をしているが、営農組織の経営は厳しい状況である。将来的に神河営農のような町内１

つの営農組織をつくるべきではないか、今、どのように考えているかの質問であります。

これに対し、今の営農組織をそのまま継続していくのはなかなか難しいところがある。

将来的には、神崎営農、大河内営農としたエリアでの組織で農地を守っていくというイ

メージは持っている。今ある営農で頑張ってもらうか、維持していくか。困難な状況と

なれば、統合もあると考えているの答弁であります。

次の質問に参ります。森林環境譲与税を神河材のゆりかご事業や、粟賀小学校跡地公

園・図書コミュニティ施設整備事業に使うとのことだが、問題はないのかの質疑に対し、

森林環境譲与税の使途として、木材利用の項目があるので、町内産材の活用促進という

ことから利用が可能と考えているの答弁であります。

次に、ひと・まち・みらい課であります。公共交通関係事業についての質疑でありま

す。スクールバス導入検討会準備会を開催されているが、新たな検討内容は何か。また、

バス会社の株式会社ウイング神姫も含めての話合いはできなかったのかの質疑に対し、

デマンドとスクールバスは分けて話を続けてきたが、スクールバスのみの運行検討は初

めてである。内容は、スクールバスを走らせることによって、デマンド型交通をどのよ

うな形にするのか、フルデマンド型交通にした場合どれだけの経費がかかるのか、スク

ールバス導入したときの経費、運転手等がどれだけ必要なのか等を調査して進めようと

している。また、株式会社ウイング神姫を入れて話はしていないので、今後、株式会社

ウイング神姫も入っていただいて、詳細な運行方法等を検討していく予定であるの答弁

であります。

次の質疑になります。教育委員会も関係している話である。昨年からの課題もあるの

に、初めてこの形態での会議にしたこと自体が遅過ぎる。株式会社ウイング神姫の同席

もなしで調査して、何も前に行かない。予算や運行方法等は、株式会社ウイング神姫に
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お願いすれば提案してくれる。このままでは幾らたっても前に進まないと思うがの質疑

に対し、事前に株式会社ウイング神姫を入れなかったのは、議会からの政策提言であっ

たスクールバス導入の提案に、町としての方向性を考えてから株式会社ウイング神姫と

調整し、株式会社ウイング神姫の提案も入れていただくという流れでスタートしたため

であるの答弁であります。

次の質疑に参ります。決算特別委員会のときに、町長が最終的に来年度に入ればすぐ

に取りかかる。私も会議に入るとの答弁であった。なのに、町長も株式会社ウイング神

姫も入れてないでは話にならない。決定権者である町長も入らないのでは意味がないの

ではないかの質疑に対し、直ちに情報を集めた上で、町長も含めたプロジェクトを立ち

上げて進めていきたいと思っているの答弁であります。

次に、商工業振興関係の質疑であります。重要事業目標管理シートで、令和５年度に

商工会員の高齢化による後継者問題を取り上げながら、年度が替われば全然違うことに

力を入れようとしている。どういうことなのか理解ができないの質疑に対し、今までは

支援や検討にとどめていたが、後継者不足もあれば、また違う問題もあるのではないか

と思い、行政として、まず面会をして声を聞き、原因を確かめてからどのように支援を

していくか、検討材料としていきたいと考えているの答弁であります。

これに対し、毎年町長を交えた行政懇談会で、今までにも何回も後継者不足なので何

とかしてくださいと訴えられているのに、なぜ今になって検討材料なのか。どうするの

か、何か政策を出してくるのが本来ではないのか。スピード感も危機感も全くないの質

疑に対し、非常に行動が遅く申し訳ないと思っている。スピード感を持って、何とか今

年度中に商工会と協議しながら解決策を策定していきたいとの答弁であります。

次に、グリーンエコー笠形関係であります。質疑であります。施設利用料３５５万円

の免除規定の見直しを求めていたが、令和６年度協定書では変更なしとのことだが、ど

ういうことなのかの質疑に対し、指定管理者を公募する際の仕様書で免除規定があるの

で、変更してない。法的見地から指定管理者の取下げ要件の一つ、管理業務を継続する

ことが適当でないと認める判断については、町の顧問弁護士の見解は率直に認め難いと

ころがある。改善命令や指導、指示を繰り返しても従わない場合は、信頼関係が破滅的

になり、この条項の適用となる。今までは、文言やメールのやり取り、口頭での指導が

多かった。今後は、改善命令等文書に残しておくとのことであります。

次の質疑に参ります。契約ではそうなってると思うが、現状ではそうでない。料理長

もいない状態で料理はどうなってるのか。入り込み客は増えているのか。指定管理者の

改善姿勢が見えてこないの質疑であります。これに対し、正直、大繁盛ではないが、レ

ストランメニューは改善計画にあるように、屋外アウトドア施設では利用者に合ったメ

ニューの構築がされている。また、ホームページも修正し、価格もきちんと載せており、

改善はされていると思っているの答弁であります。

以上で産業建設常任委員会の報告を終わります。
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○議長（澤田 俊一君） 次に、人権文化推進特別委員会、吉岡嘉宏委員長、お願いしま

す。

○人権文化推進特別委員会委員長（吉岡 嘉宏君） 人権文化推進特別委員会で委員長を

務めさせていただいております吉岡嘉宏です。５月１７日に人権文化推進特別委員会を

開催しました。その開催結果について報告をさせていただきます。委員は、私、吉岡、

納副委員長、安部委員、藤森委員、澤田議長というところで議論をしました。

めくってもらって、教育課、住民生活課の順に事務調査を行いました。教育課につき

まして、主な質疑応答で、１つ目です。小学校、中学校で取り組む人権学習支援事業だ

が、クラブ、塾等で忙しいため、各教室の参加者が少ない。神河町人権学習支援事業運

営委員会等で事業の運営方法を検討しながらの実施となっているが、内容はどうなって

いるのか。アンサー、運営委員会では、支部長さんから各集落の中で声がけをしていた

だけないかとお願いしていたが、保護者の意識も変化しつつあり、声がけもしづらいの

で、学校のほうで募集することになった。

同じくクエスチョン、新たな事業を実施するなどすれば、新たな参加が生まれるかも

しれない。その検討はどうか。アンサーとして、６月３日に運営委員会を開催するので、

今いただいた意見を交えながら検討させていただくという答えでした。

次のＱ＆Ａです。クエスチョン、令和５年度の人権啓発活動事業として、研修会や講

演会など５回のメニューがあった。合計で約４００人の参加でありましたが、町の人

口の１０分の１強というような参加率である。人権をうたっている神河町は、もっと末

端まで活動が広がるようにすべきである。住民への啓発をどのように考えているのか。

アンサー、末端まで活動が知れ渡っていない状況である。しかし、地区別人権教室は、

集落によっては子ども会、消防団など各団体長にも声がけし、参加いただいている。講

演会については、名前の通っている方に講師をしていただこうと考えている。

次のＱ＆Ａです。クエスチョン、小・中学校におけるいじめの件、いじめる側の家庭

状況はどんなものか。アンサー、一概にこういった家庭のお子さんに多いなどというこ

とは言えない。いじめは各小・中学校にいつでも起きるという目で見ている。いじめが

起きれば、被害者、加害者の保護者に状況を伝え、家庭でも指導をしていただくよう協

力を依頼している。

次のＱ＆Ａ、クエスチョン、地区別人権教室で、２０２３年度は実施していない集落

が６集落あるがなぜか。アンサー、福本区は予定日に区長さんが体調を崩され、代替日

をつくろうとしたが、区の行事が詰まっていて断念をした。ほかの区については、最初

から計画書が出てこなかった。クエスチョン、計画書が出てこなかったんなら、督促を

されたらいいのではないですか。アンサー、今年度計画書が出てこなかった場合、督促

をしてみる。

次のＱ＆Ａ。クエスチョン、人権教室の対象として、老人クラブも入っていたように

思うがどうか。アンサー、一時期、老人クラブのミニデーに合わせて開催という地区を
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もあった。しかし、各種団体長も参加してもらえるようになり、老人クラブに主体的に

取り組んでほしいといった要請はしていない。６月２日に事前研修会を予定しており、

各区の人権推進委員さん、各区の老人クラブ会長さん、各区長さんに案内をしている。

次に住民生活課です。主な質疑応答としてまして、１つ目のクエスチョンですが、ク

エスチョン、本人通知制度の登録者は現在約７００人であるが、登録者数は伸び悩んで

いる。本人通知制度が町民にどんな影響があるかの広報が足りないからではないか。ア

ンサー、人権啓発大会や人権・青少年健全育成合同大会の際に出張窓口を設置している

が、参加者がほぼ同じ顔ぶれで伸び悩んでいる。関心が向くようなチラシ作り等に努め

る。

同じくクエスチョン、本人通知制度のおかげで、自分の戸籍謄本や住民票抄本が悪用

されずに済んだという事例を町民に広報すれば、この制度の理解と登録者数の増加につ

ながると考えるがどうか。アンサー、本人通知制度は、弁護士等による差別的な取得が

問題になって、第三者の戸籍謄本等の不正取得による権利の侵害抑止、防止等を目的に

始まった制度である。こういった経緯も詳しく説明することで、住民の方の理解が得ら

れると思う。他市町の例も取り上げた内容の広報をしていきたいということでありまし

た。

以上で５月１７日開催の人権文化推進特別委員会の内容について報告を終わります。

○議長（澤田 俊一君） 以上で各委員会の報告は終わりました。

それでは、ここで、私のほうから３月定例会以降の主立った事項について報告いたし

ます。

３月２５日、地域おこし協力隊活動報告会が開催され、各議員に出席いただいており

ます。

３月２８日、中播衛生施設事務組合議会定例会第２日目が開かれ、小寺俊輔前議長と

小島義次前民生福祉常任委員長が出席されております。付議事件は、令和６年度事務組

合会計予算についてで、原案のとおり可決しました。

３月２９日、中播北部行政事務組合議会定例会２日目が開催され、小寺俊輔前議長、

栗原哉副議長と小島義次前民生福祉常任委員長が出席されております。付議事件は、

令和６年度事務組合会計予算についてで、原案のとおり可決しました。

４月４日、サンアロイ工業株式会社の内覧会に、小寺俊輔前議長と藤森正晴産業建設

常任委員長が出席されております。

４月７日、令和６年度神河町消防初出式並びに入退団式が開催され、各議員に出席い

ただいております。

４月８日、兵庫県立高等学校令和６年度入学式があり、神崎高等学校に小寺俊輔前議

長が、生野高等学校に栗原哉副議長が出席されております。

４月２３日、令和６年度西播磨市町議長会役員会が姫路キャッスルグランヴィリオホ

テルで開催され、小寺俊輔前議長が出席されております。
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同じく４月２３日、令和６年度西播磨市町議長会第１回総会が姫路キャッスルグラン

ヴィリオホテルで開催され、小寺俊輔前議長が出席されております。協議事項は、令和

５年度西播磨市町議長会事業報告及び歳入歳出決算について、令和６年度西播磨市町議

長会事業計画及び歳入歳出予算について、原案のとおり承認、可決されております。

５月１日、第１１８回臨時会において、正副議長の選挙を行うとともに、各委員会の

構成を決定しております。

５月７日、神河町人権文化推進協議会総会が開催され、栗原哉副議長、吉岡嘉宏人

権文化推進特別委員会委員長、納良幸人権文化推進特別委員会副委員長、安部重助委

員、藤森正晴委員と私が出席しております。

５月８日、神崎郡議長会主催で、消防署建て替えに係る先進視察が行われ、各議員に

参加いただいております。北はりま消防組合加東消防署、加古川市東消防署を視察し、

施設概要の説明を受けた後、施設見学を行っています。

５月１３日、神崎郡議長会が開催され、私が出席しております。協議事項は、令和５

年度事業報告及び決算、令和６年度事業計画及び予算について協議が行われ、いずれも

原案のとおり承認、可決しました。また、役員改選により、私が会長に就任しておりま

す。

５月１６日、兵庫県町議会議長会、第１回臨時総会が神戸で開催され、私が出席して

おります。協議事項は、定期総会の運営等で、いずれも原案のとおり承認、可決しまし

た。また、役員改選により、私が副会長に就任しております。

５月１８日、兵庫県立神崎高等学校のオープンスクールが開催され、栗原哉副議長

と私が出席しております。

５月１９日、令和６年度神河町消防操法訓練大会が開催され、各議員に出席いただい

ております。

５月２１日、２２日、全国町村議会議長会、議長・副議長研修会が開催され、栗原

哉副議長と私が出席しております。

研修は、町村議会議員のなり手不足対策検討会委員長で、大正大学地域創生学部教授、

江藤俊昭氏から「議員のなり手不足は「住民自治の危機」：その打開の道を探る」と題

して、弁護士・元流山市政策法務室長、帖佐直美氏から「ハラスメント－自治体議員が

注意すべきポイント－」と題して、慶應義塾大学法学部政治学科教授、谷口尚子氏から

「将来の地方議員を担うのは誰か？－若者、女性、勤労者が参画する地方議会の現状

－」と題して、それぞれ講演を広聴いたしました。

翌２２日に、兵庫県町議会議長会主催の研修会が開催され、栗原哉副議長と私が出

席しております。研修では、一般財団法人地域総合整備財団、牛島授公事務局から「ふ

るさと財団の市町村向け事業概要」と題して講演を広聴しました。

その後、池畑浩太朗衆議院議員、山口壯衆議院議員、谷公一衆議院地域活性化・こど

も政策・デジタル社会形成に関する特別委員長、末松信介参議院議員、加田裕之参議院
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議員をそれぞれ訪問しました。

５月２４日、一般社団法人神河町観光協会第１９回通常総会が開催され、藤森正晴産

業建設常任委員長と私が出席をしております。

５月２９日、神河町戦没者慰霊祭が姫路護国神社で執り行われ、各議員に出席いただ

いております。

同じく、５月２９日、中播広域シルバー人材センター令和６年度定期総会が神河町中

央公民館グリンデルホールで開催され、私が出席しております。

同じく、５月２９日、第１７回神河町商工会通常総代会が開催され、藤森正晴産業建

設常任委員長と私が出席しております。

５月３０日、兵庫県町議会議長会、第７５回定期総会が神戸で開催され、私が出席し

ております。総会議事に先立ち、兵庫県町議会議長会自治功労者表彰等が行われました。

議事については、令和５年度会務等の報告がなされ、了承しております。また、議員報

酬の適正化に関する決議について全議長で賛同しました。総会終了後、「地方行財政の

現状と課題」と題して、兵庫県市町振興課、荻裕之副課長から講演を受けております。

６月１日、自主防災かみかわ総会が開催され、私が出席しております。

６月６日、第１７回かみかわ夏まつり運営委員会が開催され、私が出席しております。

令和６年度事業計画及び予算について、いずれも原案のとおり承認いたしております。

６月７日、反核平和の火リレーミニ集会が行われ、私が役場本庁舎玄関前にてランナ

ーを激励しました。

定例会ごとに発行しております「議会だより」につきましては、４月１２日に第８０

号を発行し、それぞれ各区長様を通じて全戸に配布しております。

以上で閉会中の主立った事項について、報告を終わります。

ここで暫時休憩します。再開を１０時４０分とします。

午前１０時１７分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（澤田 俊一君） 再開します。

議案の審議に入る前に、申し添えておきます。議員各位においては、会議規則第５４

条第１項では、発言は全て簡明にするものとし、議題外にわたり、または、その範囲を

超えてはならないと規定されています。また、同規則第５５条第１項では、質疑は同一

議員につき、同一の議題について３回を超えることができないと規定されています。会

議規則第５４条及び第５５条遵守の上、お願いいたします。

町当局におかれましては、質問に対して明瞭かつ的確な答弁をお願いし、会議の進行

に御協力いただきますようお願いします。

それでは、早速議案の審議に入ります。

・ ・
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日程第４ 報告第３号

○議長（澤田 俊一君） 日程第４、報告第３号、令和５年度神河町一般会計予算繰越明

許費に係る繰越計算書の報告の件を議題とします。

上程報告に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 報告第３号の報告理由並びに内容について御説明申し上げます。

本報告は、令和５年度神河町一般会計予算繰越明許費に係る繰越計算書の報告の件で

ございます。地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によりまして、令和５年度の繰

越明許費の７事業につきまして、繰越計算書をもって報告するものでございます。

以上が、報告理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

黒田総務課財政特命参事兼病院改革推進室長。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課黒田でござい

ます。それでは、詳細説明をいたします。

まずは、２ページのほうをお開きください。一般会計繰越明許費繰越計算書でござい

ます。令和５年度の繰越明許費、７つの事業の財源内訳を御報告をいたします。

まず、２款総務費、１項総務管理費、総合行政用コンピューター運営事業でございま

す。これは、国が進めますマイナンバーカードへの氏名ローマ字表記に係るものでござ

います。繰越額につきましては、６９２万０００円でございます。未収入特定財源

として国庫支出金、社会保障・税番号システム整備費補助金１３０万０００円、そ

して一般財源が５６１万０００円でございます。

続きまして、粟賀小学校跡地整備事業でございます。繰越額は６億７５３万円でご

ざいます。未収入特定財源としまして地方債、過疎債になりますが６億７４０万円、

そして一般財源が１３万円でございます。

続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、物価高騰対策低所得世帯支援給付金事業、

均等割のみ課税世帯分でございます。繰越額につきましては、１０２万０００円で

ございます。未収入特定財源として国庫支出金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金（一体支援枠）７９２万０００円、そして一般財源が３０９万０００円でご

ざいます。

続いて、物価高騰対策低所得世帯支援給付金事業、子育て世帯加算分でございます。

繰越額は６４２万０００円でございます。未収入特定財源としまして国庫支出金、

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（一体支援枠）３０７万０００円、そし

て一般財源が３３５万０００円でございます。

続いて、５款農林水産業費、１項農業費、地籍調査事業でございます。繰越額は２
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４２万０００円でございます。未収入特定財源としまして県支出金、地籍調査費補助

金でございます、８１７万円。そして一般財源が４２５万０００円でございます。

続きまして、７款土木費、２項道路橋梁費、道路メンテナンス事業でございます。繰

越額は４７３万０００円でございます。未収入特定財源としまして国庫支出金、道

路メンテナンス事業補助金６４７万０００円、地方債、過疎債になりますが７９０

万円。そして、一般財源につきましては３５万０００円でございます。

最後になります。道整備交付金事業でございます。繰越額が６００万円で、未収入

特定財源として国庫支出金、道整備事業交付金２５０万円、そして一般財源が３５

０万円でございます。

これらによりまして、翌年度へ繰り越すべき財源の合計額でございますが、一般財源

の合計額の０３０万０００円となります。

次のページのほうに、７つの繰越事業の繰越理由につきまして添付をいたしておりま

すので、御確認をいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わります。よろしく御審議をお願いをいたします。

○議長（澤田 俊一君） 報告が終わりました。

本報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

報告第３号については以上のとおりでございます。御了承願います。

・ ・

日程第５ 報告第４号

○議長（澤田 俊一君） 日程第５、報告第４号、令和５年度神河町産業廃棄物処理事業

特別会計予算繰越明許費に係る繰越計算書の報告の件を議題とします。

上程報告に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 報告第４号の報告理由並びに内容について御説明申し上げます。

本報告は、令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算繰越明許費に係る繰越

計算書の報告の件でございます。地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によりまし

て、繰越計算書をもって報告するものでございます。１款産業廃棄物処理事業費、１項

産業廃棄物処理事業費、残土砂等処分地整備事業は繰越額６５２万０００円で、未

収入特定財源として、基金充当で同額の６５２万０００円でございます。

以上が報告理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 報告が終わりました。

本報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。
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報告第４号については、以上のとおりでございます。御了承願います。

・ ・

日程第６ 第５９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第６、第５９号議案、中播公平委員会委員の選任の件を議

題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第５９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、中播公平委員会委員の選任の件でございます。中播公平委員会は３名の委

員で構成しておりますが、そのうち神河町の谷口勝則委員の任期が本年６月３０日をも

って満了となり、引き続き委員としてお願いをいたしたく議会の同意を求めるものでご

ざいます。なお、委員の任期は４年で、現在、福崎町の中塚保彦氏と市川町の畑一浩

氏が就任されております。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第５９号議案を採決します。本案については、原案のとおり同意することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第５９号議案は、原案のとおり

同意することに決定しました。

・ ・

日程第７ 第６０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第７、第６０号議案、神河町ひと・しごと・未来館の設置

及び管理に関する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６０号議案の提案理由並び内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町ひと・しごと・未来館の設置及び管理に関する条例制定の件でござ

います。
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制定の理由は、令和６年４月１日付で土地建物売買契約を締結し、姫路市中播消防署

北部出張所建て替え用地と併せて、一般社団法人かみかわ移住定住サポートセンターの

事務所として借り上げている土地及び建物も多目的施設として取得いたしました。その

施設の活用についての設置及び管理に関する条例の制定でございます。

その施設の名称を神河町ひと・しごと・未来館とし、設置の目的として、神河町の移

住定住や地域との交流及び雇用促進など、多目的に地域の活性化を図る拠点として活用

をするものといたします。

その拠点の位置は神河町柏尾４７１番地の３で、建物は鉄筋コンクリート造り陸屋根

２階建てで、延べ床面積２９⒌４４平方メートル、また、敷地の面積は、駐車場部分を

含め９８⒎５平方メートルでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

それでは、神河町ひと・しごと・未来館の設置及び管理に関する条例制定の件について、

詳細の説明を行います。

この条例につきましては、議案書のとおり第１条から第４条までで構成しておりまし

て、第１条には設置となりますが、町長説明のとおり、移住定住、地域交流、雇用促進

など、地域の活性化を図ることを目的としまして設置をしております。

第２条につきましては、その施設の名称及び位置でございます。名称の神河町ひと・

しごと・未来館につきましては、施設自体は昭和５７年に建築されており、４０年以上

が経過した施設となりますが、設置目的でもあります移住定住及び地域交流に関わる

「ひと」、また、コワーキングやサテライトオフィス誘致など仕事場、雇用に係るもの

を「しごと」で、いろいろな人が交流によりいろいろな仕事に結びつき、そのことによ

り持続可能な未来、神河町になりますけれども、神河町へつなげる場、館（やかた）と

して、その名称といたしたものでございます。

第３条につきましては管理について、第４条につきましては委任で、そのほか必要な

事項は町長が定めるものとしております。

施行日は、公布の日からということでさせていただきたいと思っております。

次の５ページのほうになりますけれども、現状の外観、それから、１階、２階の状況

の写真を添付しておりますので、御覧おきをいただきたいというふうに思います。

以上が詳細説明とさせていただきますので、よろしく御審議お願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
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６番、吉岡議員。

○議員（６番 吉岡 嘉宏君） ６番、吉岡です。これは議案に反対するもんでも何でも

ないんですけども、確認の意味で質問をします。

これ、委員会で頭出しをしていただいたときは、地域活性化センターやったと思うん

ですが、まず１つ目、それは間違いないですか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

当初、産業建設常任委員会のほうで、提出といいますか、案という形で資料を出させて

いただいたときには、地域活性化センターという名前の下での条例設置と管理条例を制

定したいというふうなお話をさせていただきました。その際にも、少し名前のほうは変

更させていただきたいということで、今回のこのひと・しごと・未来館というふうな名

前もお伝えさせていただいたところというところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ６番、吉岡委員。

○議員（６番 吉岡 嘉宏君） ６番、吉岡です。一つ、私が懸念、これ見てすぐ思った

んが、神河町役場の本庁にはひと・まち・みらい課がありますね、「ひと・まち・みら

い課」。このたびのネーミングは「ひと・しごと・未来館」、これ、物すごく混同する

んじゃないかなと。

例えば一般の方が電話の問合せとかするときに、間違えて、柏尾のひと・しごと・未

来館をひと・まち・みらい課と間違えてとか十分あるんじゃないかなと思うんですよ。

だから私は、前の移住定住サポートセンターが根づいてきたんやから、移住定住の「定

住」の中には仕事も意味してますから、移住定住サポートセンターでちっとも、私、か

まへんのちゃうんかなというふうに思うんです。

本庁にひと・まち・みらい課いうネーミングがなかったら、これ、おしゃれなええ名

前やなと評価しますよ。２つ似たようなもんを並列したら、町民や問合せの外の人も困

ってんちゃうんかな思うんですよ。そこらはどんな検討をされましたか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

吉岡議員がおっしゃるとおり、少し混同される部分もあるかなというふうには思ってお

ります。

しかしながら、基本的には、吉岡議員、今おっしゃっていただいたとおり、あの場所

ではこれまでどおり移住定住サポートセンターということで、移住定住に関わる業務を

してまいります。私どもがお伝えする分については、その名前が主流になってくるかな

というふうに思っておりますけれども、丁寧に説明をさせていただいて、間違いのない

ように来ていただけるような形というふうなところを心がけたいというふうに思います

ので、御理解をお願いしたいというふうに思います。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ６番、吉岡議員。
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○議員（６番 吉岡 嘉宏君） ３回目です。これでやめます。小さなことですけど、看

板ね、看板。あの柏尾の喫茶ファミリー跡のこの建物に、神河町ひと・しごと・未来館

という表示、看板、これが上がると、こういう理解でいいですか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

すぐには上げれないというふうな、ちょっと予算的なところもあるんですけれども、そ

ういうふうな形で、看板、目印になるものを早急に設置していきたいというふうに思っ

ております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑がある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。条例そのものの質疑といいますか、こ

の条例を制定されることによって、町営の施設になりますので、今現在リバーズランさ

んが入っておられるんですけれども、今後の管理運営方法とか契約方法いうんですかね、

指定管理にされるのか、委託契約にされるのか、その辺の流れを教えていただきたいと

思います。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

管理につきましては、今現在、ちょっと詳細説明の中でもお伝えさせていただきました

けれども、２階部分のほうをサテライトオフィスの誘致場所というふうにも考えており

ます。そういったときには、賃貸料等も頂くというような形で検討していかなければな

らないというふうなところも含めて、今後、料金を例えば町が頂くのか、それとも今現

在入っておる移住定住サポートセンターに収受させるのかというふうなところで大きく、

委託業務、それから指定管理業務が変わってくるというふうに思っておりますので、そ

の分も含めて早急に今後検討させていただいた上で、検討ができた段階でまた議会のほ

うに提出をさせていただきたいというふうに考えておりますので、御理解をお願いした

いというふうに思います。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） すみません、ひと・まち・みらい課の石橋

でございます。ひと・しごと・未来館という名前なんですが、先ほど議員のほうからは、

リバーズランというふうにおっしゃっていただきましたけれども、今はかみかわ移住定

住サポートセンターというふうなところで、大変申し訳ありません。そこに今、移住定

住の業務委託をさせていただいておるというところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。リバーズランと発言してしまい、間違

ったことを言ってしまって申し訳ないです。訂正させていただきたいと思います。

課長のほうからは、これから委託にするのか、指定管理にするのか、いろいろ考えて
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いくいう答弁だったんですけれども、本来であれば、もう既に建物があって、今現在、

中で業務をされている方がいらっしゃるんでね、条例を制定をされるんと同時に、その

辺のことももう提案していただきたかったいう気持ちは思いっ切りあるんですけれども、

早急に検討するいうことなんですけど、例えばいつまでにもうきっちりやっていただけ

るのかないうのを教えていただけますか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

今現在、移住定住サポートセンターが業務しておりまして、施設内のコワーキングスペ

ースとして既に料金のほうを収受しておる実態、それから、２階の一部分をケーブルテ

レビに関係する事業者さんにも部屋貸しをしておって、賃貸料をもらっている状況とい

うふうなところでございます。

そういったところもありますので、また、サテライトオフィスの誘致については、８

月の末に、マッチングといいますか、事業者さんとお話をさせていただいて、神河町に

興味のある事業者さんというふうなところが、ある程度９月以降に決まってまいるとい

うふうに思いますので、そのときには来ていただくための料金的な話も出てくるという

ふうなところになりますので、そういった部分も含めながら、上半期、１０月ぐらいま

でには何とか調整をさせていただきたいというふうに今現在思っているところでござい

ます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６０号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第８ 第６１号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第８、第６１号議案、神河町行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。
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山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例制定の件でございます。

改正の理由は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律、いわゆる番号利用法が令和６年５月２７日に改正されたことに伴い、条例改正を

行うものでございます。

番号利用法の改正内容は、番号利用法の別表第２が削除され、特定個人番号利用事務

及び利用特定個人情報という新たな用語が定義されたもので、この改正に伴い、本条例

において、第２条で用語を定義するとともに、別表第２を参照する条項など字句修正を

行うものでございます。

以上が提案理由及び内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。最初に、概要につきまして、

７ページの参考資料に基づき説明をさせていただきます。

番号利用法の改正につきましては、個人番号、いわゆるマイナンバーの利用促進を図

り、国民の利便性向上を図ることを目的として改正されるものでございます。資料の中

段で町条例改正対象とある表でもありますように、番号利用法第９条でマイナンバーを

行う行政機関等が利用できる事務を別表第１で定め、法第１９条第８項において特定個

人情報の照会・提供、いわゆる情報連携できる詳細な内容を別表第２で定めておりまし

た。

次に、８ページの下段の表で、番号利用法の改正前の別表の抜粋でございまして、別

表第１に、例えば３０番、国民健康保険の給付・保険料徴収等の事務について、マイナ

ンバーの利用が可能な事務とされ、別表第２に情報連携できる国民健康保険事務の内容

が定められています。その具体的な事務といたしましては、これまで転入者が国民健康

保険に加入された場合、税務課が転出先の市町村に所得照会を実施しておりましたが、

現在では別表第２の情報提供者、第４段、市町村長からの地方税関係情報を受け取るこ

とができるということになっておりまして、マイナンバーを活用し、情報連携し、税情

報を取得しているものでございます。

このたびの番号利用法別表第１で定めていた社会保障制度や税制等の事務に関する情

報連携できる事務を、別表第２のように法律で定めるのではなく、別表２を廃止し省令
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に規定することで可能にするよう変更することで、マイナンバーの利用を促すこととさ

れました。廃止されました別表第２の事務を情報連携事務として、特定個人番号利用事

務と法律で定義されたことから、このたびの利用番号法の改正に合わせて条例改正を行

うものでございます。

それでは、６ページ、新旧対照表を御覧ください。「特定個人番号利用事務」に加え

て、「特定個人情報」を「利用特定個人情報」と用語定義されたことから、条例第２条

にその文言を追加するとともに、削除された別表第２及び特定個人情報を引用している

条例第４条の箇所を「特定個人番号利用事務」や「利用特定個人情報」として改めるも

ので、この内容を改正分として取りまとめたものが５ページの議案でございます。

よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。一部改正ということなんですけども、

今までこの神河町でマイナンバーカードを作られた方。それから、その中でも利用され

ているのはどのぐらいあるかということと、もう一つ、このマイナンバーカードですね、

記録の内容がすごく外に漏れると怖いということで、なかなか理解が進まないこともあ

ると思うんですけども、記録の情報がどういうものかということですね。その３点お願

いします。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。今、神河町のマイナンバーカ

ードの取得率につきましては８０％を超えているという状況でございますので、それな

りに普及はしているものというふうに思っております。

ただ、マイナンバーカードを活用して、保険証とか、そういったものにどの程度使わ

れているのかっていうところについては、役場のほうではその件数等についてはちょっ

と分かりませんのでお答えはできませんけども、国の保険証ですよね、そういったもの

でいうと、４％、５％というふうなとこでも言われてますんで、あまりマイナンバーカ

ードの利用は進んでいないというふうな実態にあるのかなというふうには思っておりま

す。

そして、最後のとこですけども、マイナンバーの情報が漏れると大変だというふうな

とこでなってます。そういったところで、実はマイナンバーでうちが他市町に照会をし

ているわけではないんです。マイナンバーを使って、町から照会したときに、符合され

たマイナンバーをシステムのほうから送ってしまうと、マイナンバーを特定されて情報

は全て出ていってしまうので、別の付番、符合されてマイナンバーをひもづけするとこ

に送られるようになってるんで、基本的にはそういったサービスを国のほうは提供され

ていますんで、ですから、マイナンバーの情報が漏れたっていうことは、これまでない

－３３－



と思うんです。

ただ、マイナンバーカードを偽造されたとか、そういったことはあるとは思いますけ

ども、今までそういったシステムはきちんと国のほうで構築されてるというところもあ

りますんで、マイナンバーの情報が漏れるというところは基本的には少ないのかなとい

うふうには考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長、先ほどの小島委員の質問の３点目は、記録され

てる情報の内容ですね、その辺のところの質問やったと思いますので、併せてお願いし

ます。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。マイナンバーの登録っていう

のは非常に少ないんですけども、氏名とか本籍とか、そういったものですけども、その

向こうにあるシステムですよね。この条例の新旧対照表のとこの第４条第３項におきま

して、「情報提供ネットワークシステムを使用して」というふうにありますけども、こ

こにはいろんな所得情報とかはありますけども、マイナンバーカードが持ってる情報と

いうのは非常に少なくて、４情報ですね、氏名と住所、性別、生年月日等ぐらいの情報

しかそこには基本的にはないというふうに考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。大体分かりました。ありがとうござい

ます。

その情報の中に、住基アプリケーション、住基ＡＰというのが入っているんです。こ

れは住民票コードを記録ということです。それもマイナンバーには記録されていると理

解してよろしいんでしょうか。

それと、町が独自に条例によって定める事務ありますけれども、参考として、８ペー

ジのところに①から⑤までありますが、これを事務として利用されると思うんですけれ

ども、改正されたメリットですね、私たちにとって、住民にとってのメリットはどうな

んかという、私の考えるには、より使いやすくなったと理解してよろしいかということ、

メリットはどうでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。先ほど一番最初に言われたも

のにつきましては、マイナンバーに登載されているかっていうところは、ちょっと私の

ほうでは資料を持っていませんのでお答えはできませんけども、基本的にマイナンバー

の町の独自利用につきましては、これを町条例で定めておりまして、基本的には利用で

きるというふうになっております。

そして、このマイナンバーですけども、基本的にはもっともっと利用がされていくと

いうふうに思っておりまして、先ほども保険証の中に登載されるというふうなところ、
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そしてまた、こういった保険事務の中に自分の病院でかかっている情報とか、そういっ

たものも登載されていくということになりますので、マイナンバーの利用が進めば進む

ほど便利になっていくものというふうに考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。先ほどの住民票コー

ドについてですが、コンビニエンスストアでの交付のときに必要となってきますので、

住民票等、取得していただけるようになっておりますので、登載されているものと考え

ております。

あと、町の独自利用によるもので、住民の方に対してのメリットですね。こちらのほ

う、医療費助成とかは、もともと今年でしたら１月１日現在、住民票のある方でしたら

そのまま税情報のほうが取得できますので、更新処理ができるんですけども、１月１日

以降転入された方等につきましては、今現在では前の住所地のほうで課税証明等を取っ

てきていただいておりますけども、そういった住民の方の負担が少なくなるような形に

なると思います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑のある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） １１番、栗原です。私、先日、薬局へ行ったときに、た

しか１２月２日になれば保険証がなくなると、そういうふうな説明を受けました。それ

までにマイナンバーカードを持ってきてくれと、マイナンバーカードが保険証の代わり

をすると。だから、その辺のところを分かりやすくちょっと説明していただけますか。

○議長（澤田 俊一君） どなたが説明されますか。

長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。１２月２日に保険証

がなくなるというのが、法改正によって６年１２月２日で健康保険証を廃止するとされ

たものになりますけども、今現在、今から国民健康保険であったりとか後期高齢者医療

保険が７月に更新になりまして、８月１日から次の保険証が出るわけなんですけども、

そちらについては同じように１年間の有効期限がございまして、有効期限がある保険証

に関しましては有効期限まで使えるようになっております。

１２月２日以降、新たに取得される方ですね、そういった場合はもう被保険者証が出

ないので、マイナンバーカードのほうにマイナ保険証の登録を推奨されるわけなんです

けども、そちらのほうは今のところは強制ではなく任意になっておりますので、保険資

格証というものが出るような形になっております。そちらも、今のところの法律では５

年間ほど猶予を見るという形になっているんですけども。あと、健康保険ですね。今、

社会保険であったりとか、そういった健康保険のほうは、有効期限が任意継続以外は書

いてありませんので、そちらのほうはまだ健康保険協会であったりとかのほうが協議を

－３５－



進められているような状況で、まだ決定はしてないところでございます。

今、使えなくはなりますけども、全く受診ができないというわけではございませんの

で、マイナンバーカードを作られている方は、マイナ保険証の登録のほうを医療機関、

もしくは薬局の窓口でもすることができますので、マイナンバーカードを持っていって

いただければ、その場ですぐ使えるような形にはなります。作られてない方は、今のと

ころ、先ほど申し上げたように、資格証がずっと出るような形になりますので、全く保

険証というか、資格がなくなるといったものではございません。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。マイナンバーカードで保険証とひもづ

けされてない場合、所得照会はできるのかいう問題なんですけど。マイナポイント、た

しか２万だったのかな、あのときにもらえた方はもう保険証はマイナカードと一緒にな

ってると思うんですけど、その方、確認方法は本人しか分からないんで、多分、行政側

では誰々がカードがひもづけされているかされてないか分からないと思うんですけども、

これ、所得照会する場合は、ひもづけされてない方もできるいうことでよろしいんです

か。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。所得照会の場合は保

険証の資格等は関係ございませんので、各事業に基づいての所得照会になりますので、

そちらのほうが税情報を取得するといういったところが認められていれば、保険証のひ

もづけ関係なく取得することができます。

それと、あと、マイナンバーカードと保険証をひもづけされてない方の確認方法にな

りますけども、１つは、御本人がスマホ等でマイナポータルというアプリを入れていた

だいて、そちらでされているかどうか確認していただく。あと、役場のほうの窓口にマ

イナンバーカードを持ってきていただければ、同じマイナポータルのアプリを使用する

ことになるんですけども、役場の窓口のほうで確認をさせていただきます。

それと、先ほど申し上げましたように、医療機関、薬局の窓口等でも確認することが

できますので、そこでもしマイナンバーカードを置かれて認証されたときにも、登録さ

れてないですねということが分かりましたら、その場ですぐ登録していただくこともで

きます。そのような確認の方法になっております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑はほかにないようです。質疑を終結をします。

これより討論に入ります。討論ございませんか。
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〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６１号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第９ 第６２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第９、第６２号議案、神河町福祉医療費助成条例の一部を

改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、令和６年４月１日施行で地方税法が改正されたことにより、租税特別

措置法が令和６年６月１日施行で改正され、これにより兵庫県の福祉医療費助成事業実

施要綱の引用法令の条文にずれが生じるため、要綱の一部改正実施の通知が令和６年４

月１８日付で兵庫県よりありました。これに準じて、引用法令の条文ずれが生じた部分

及び字句について、神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例を制定するもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６２号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

－３７－



日程第１０ 第６３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１０、第６３号議案、神河町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、令和６年３月１３日に、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準（平成２６年厚生労働省令第１号）の一部改正がされたことを踏まえ、本条例を改正

するものでございまして、内容は、当該条例に規定する施設に従事する職員の人数に関

する規定を改正するため、条例の一部を改正するものでございます。

なお、家庭的保育事業等とは、家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事

業または事業所内保育事業をいいまして、これらの事業所は、神河町を含めまして、郡

内に該当施設はございません。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、教育課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課の児島でございます。神河町家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について詳細説明

をさせていただきます。

改正の理由は、保育士及び保育従事者の配置基準につきまして、令和５年１２月に取

りまとめられましたこども未来戦略におきまして、安心して子供を預けられる体制整備

を行うため、４歳、５歳児につきまして、３０人に対して１人から２５人に対して１人

への改善が図られたことに対応する加算措置と併せて、配置基準の改正が行われました。

このことにより、令和６年３月１３日に家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

の一部改正がされ、満３歳児に係る保育士及び保育従事者の配置基準についても見直さ

れたことによるものでございます。

改正の内容につきましては、条例中、第２９条、第３１条、第４４条、第４７条中の

施設に従事する職員の人数を、満４歳以上の児童につきましては、おおむね３０人に対

して１人から２５人に対して１人へ、満３歳以上４歳未満の児童につきましては、おお

むね２０人に対して１人から１５人に対して１人に変更されるため、条例の一部を改正

するものでございます。
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なお、家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準を定める条例改正につきまして

は、該当する事業所は、神河町を含めまして、神崎郡内にはないこと、そして、令和６

年３月１３日公布、令和６年４月１日施行となっており、公布日から施行までの期間が

短いことから、一部改正府令の施行日から１年間は条例改正を猶予する経過措置が設け

られることにより、公布の日を施行日としております。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６３号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１１ 第６４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１１、第６４号議案、兵庫県町議会議員公務災害補償組

合規約の一部を改正する規約制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部を改正する規約制定の件で

ございます。

改正の理由は、地方自治法の改正により市の議会議員についての要件の変更、また、

事務所の位置の変更に伴い、組合規約の改正を行うものであり、構成団体との協議、県

との事前協議を踏まえて、地方自治法２９０条の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕
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○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６４号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１２ 第６５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１２、第６５号議案、兵庫県市町村職員退職手当組合規

約の一部を改正する規約制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約制定の件でござ

います。

改正の理由は、令和６年７月１日付での事務所の位置の変更に伴い、組合規約の改正

を行うものであり、構成団体との協議、県との事前協議を踏まえて、地方自治法２９０

条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６５号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・
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日程第１３ 第６６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１３、第６６号議案、兵庫県後期高齢者医療広域連合規

約の一部変更についてを議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６６号の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてでございます。

改正の理由は、令和５年１２月２７日に公布された行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行期日を定

める政令により、健康保険証の廃止を定める規定の施行期日が令和６年１２月２日と定

められ、マイナ保険証に切り替わるため、高齢者の医療の確保に関する法律に規定する

被保険者証等の引渡し、返還等がなくなることから、兵庫県後期高齢者医療広域連合規

約に定める、被保険者証に係る関係市町が処理する事務の改正及び被保険者証の文言を

削除する必要が生じたため、所要の改正を行うものでございます。

兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更に当たりましては、地方自治法第２９１条

の１１の規定により、県下全市町議会の議決を要することから提案するものでございま

す。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６６号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１４ 第６７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１４、第６７号議案、神河町図書コミュニティ施設書架

・造作家具の取得の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。
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○町長（山名 宗悟君） 第６７号議案の提案説明及び内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得の件でございます。

本件は、現在、粟賀小学校跡地に整備しております公園・図書コミュニティ施設内の

書架（本棚）及び施設内の造作家具を購入するもので、議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。

神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得については、書架（本棚）でござ

いますが、児童、一般閲覧室に設置する書架（本棚）で、壁面書架などとなります。ま

た、造作家具については、神河町を走る銀の馬車道をイメージするシンボル的な馬車の

車輪をかたどった家具や、カフェコーナーカウンターや受付カウンターなどの家具とな

ります。

契約の金額、１８３万５００円、契約の相手方、丸善雄松堂株式会社大阪支店で

ございます。納入期間につきましては、令和７年３月２１日までとしております。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課、石橋でございます。

それでは、６７号議案、神河町図書コミュニティ施設書架・造作家具の取得の件につき

まして詳細説明をさせていただきます。

まず、２１ページを御覧いただきたいと思います。備品購入に関する附属説明書を御

覧いただきたいというふうに思います。

まず、入札の状況でございます。令和６年５月２９日水曜日午前９時５５分に、事後

審査型条件付一般競争入札を執行いたしました。予定価格につきましては、消費税抜き

価格で７０２万０００円で、応札業者及び入札書記載金額につきましては⑶のとお

りで、丸善雄松堂株式会社大阪支店、６２１万０００円で落札候補者と決定をさせ

ていただきました。契約金額につきましては、入札書記載金額に消費税の１０％を加算

しまして、１８３万５００円でございます。

契約相手方の経歴でございますが、資本金１億円で、実績としまして東京の現代美術

館や神戸市の名谷図書館、淡路市の新津名図書館などに納入の実績がございます。工期

予定として、本日議決をいただいたとして、６月１１日から令和７年の３月２１日まで

としております。

２２ページを御覧いただきたいと思います。２２ページには、参考としまして、⑵書

架、家具、本棚ですね、書架と造作家具の備品概要をお示ししております。また、下の

図においては、赤色部分が書架、本棚の部分で、水色の部分が造作家具の部分をお示し
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しており、それぞれの書架、造作家具の後ろに括弧書きで記載をしております記号番号

につきましては、その次のページ、２３ページに拡大図を添付しておりますが、その書

架、造作家具の位置を示したものでございます。

２４ページを御覧いただきたいと思います。２４ページには、書架と造作家具を設置

しましたイメージのパースを添付しております。上段は児童閲覧室付近の書架、それか

らカフェコーナーカウンターや、馬車の車輪をイメージしたシンボル的造作家具のイメ

ージパースとなっています。また、下段の部分ですけれども、一般用の閲覧室付近の書

架と、新聞や雑誌などの架台などのイメージパースとなっています。

２５ページを御覧いただきたいと思います。２５ページには、特徴的な書架の一つと

して、書架、本棚と本棚の間で籠もるような形で、落ち着いた形で読書ができるスペー

スを設けています。

また、次のページ、２６ページには、書架の間に机、椅子を設けさせていただいて、

個々が自由に読書や学習できるようなスペースを設けており、特徴的な図書閲覧スペー

スになっております。

また、書架と造作家具に使用される材料の一部には、神河町産の杉材を使用しました

集成材を使用するというふうな予定をしておりまして、落ち着いた、木の香りがする癒

やしの空間で、読書とか学習ができるというふうなスペースになろうというふうに確信

をしております。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。４点ばかり教えていただきたいと思い

ます。

まず１番目、入札方法なんですけども、予算説明のときはたしかプロポーザルでやる

というような説明を受けたと思うんですけども、今実施された方法がプロポーザルにな

るのかどうかが１点目です。

２点目は、丸善雄松堂は、本社はたしか東京の浜松町にあるのかな、大きな会社です。

製作される工場はどこにあるのかを教えていただきたいと思います。

３つ目に、町内産木材を使用するということで、その確認方法はどうされるのか。

最後に、事後審査型ってなってますんで、事後審査された結果は教えていただけるの

でしょうか。その４点お願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

今回の入札方法につきましては、事後審査型条件付一般競争入札ということで、プロポ

ーザルで実施するものにつきましては、遊具の設置につきましては、プロポーザル方式
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で入札を実施をさせていただいたというふうなところでございます。

次に、２つ目の質問、今回候補者とさせていただいた丸善雄松堂の大阪支店につきま

しては、資本金１億円で非常に大きな会社というふうに、議員おっしゃるとおりの会社

なんですけれども、支店としましては、大阪支店というふうなところが今回対応してい

ただけるところで、家具等を作る工場につきましては、一応大阪のほうで対応する会社

というふうに聞いておりますけれども、材料等についてはいろいろなところから持って

くるというふうな形で聞いておるところでございます。それ以外の大阪で作れないもの

については、そのほかで作れるかなと思うんですが、ちょっとそこまだ確認が取れてお

りませんけれども、基本的には大阪の工場でというふうなところを確認をしておるとこ

ろでございます。

それから、３つ目、町内産の杉というふうなところの確認なんですけれども、今現在

は候補者というふうなところなんですけれども、今の候補者になった段階で、中はりま

森林組合等とも打合せをしていただいている状況というふうなところで、町内の森林組

合で納入いただける部分は納入をいただく、それ以外の部分については、市場等で神河

町産杉材というふうなところで納入をしていただくというふうな形で、事業者さんの手

配をしていただいてる状況というふうなところでございます。

それから、４つ目の事後審査の分ですけれども、ちょっとお待ちください。まずは、

事後審査型というふうなところの前に、入札の資格というふうなところも入ってまいり

ます。そこが、地方自治法施行令第１６７条の４の規定に基づく入札参加の資格制限に

該当しない者、これは、入札に参加する能力があるかどうかというようなところの条項

になっておるというふうなところです。

それから、公示日の前日時点で、令和６年、７年度の神河町指定競争入札参加資格者

名簿に登録があるかどうか。それから、本店が神河町にある者というふうなところ。今

回は神河町にないので、国税等の税金の滞納はないかというふうなところ。

それから、これは４つ目なんですけども、独自な条件というふうになりますけれども、

公告日から遡って１０年の間に、収容冊数２万０００冊以上の図書館等へ本棚を納入

した実績があるかどうかというところ。それから、神河町の指名停止基準に基づく指名

停止を公告日から入札日において受けていないこと。

６つ目として、会社更生法に基づく更生手続の開始申立て、民事再生法に基づく再生

手続に関して申立てがされていない者。

７つ目、本事業に係る設計業務の受託者でない者。

８つ目です、本事業を適正に実施できる能力があることというふうなところを条件に

させていただいておりまして、最終的に、候補者を決定した翌日に一般競争入札の参加

資格の確認申請書とか、市税等、国税等、滞納してないかという納税証明書の提出、そ

れから、事業実績が確認できるものの提出というふうなところで、翌日、書類を提出い

ただいております。その提出いただいた書類を審査させていただいた結果、これにきち
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っとした条件、それから、審査に合致するというふうなところで、今回候補者として上

程をさせていただいたというところでございます。

○議長（澤田 俊一君） ９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。最初に聞いたプロポーザルという話を

しました。予算説明のとき、多分そう記憶が強かったんで覚えとるんですけど、ただこ

れ、プロポーザルっていいますが、デザイン、設計のほうだけになりますね。今のやり

方は、どっちかといえば、デザインビルド型、設計施工が一体型のタイプだと思います。

そうなったときに、プロポーザルとデザインビルド型の違いは、施工者、木工所がいわ

ゆる町内の業者でも対応できるんかなというような気もしました。だから、再確認をさ

せてもろうたんです。もしこれが仮に当初の説明、私、聞き間違いかもしれませんけど、

プロポーザルでしたら、設計は設計、その図面に基づいて加工するだけの話ですから、

当然そうなりますと、町内産の木材の使用についても確認もしやすいしって思うたんで

す。本来のやり方、これ多分、デザインビルド型に近い状態なのだろうかなと思いまし

た。

もう一つ、２点目なんですけど、工場確認した理由は、登記仕様書にいろいろ書いて

ありました。集成材を使うだとか、乾燥度合いだとかいろいろ書いてありました。当然、

単材でそのまま使うことはまずないんで、多分、今のところ、種類は集成材の加工品に

なるかと思います。そうなりますと、町内産かどうかの確認がしにくくなります。多分、

ひと・まち・みらい課長でしたら、記憶あるかどうかは知りませんけど、材料の刻印の

仕方しますよね。これ、町内産のどこに出したか、そういうものをずっと追ってきたら、

ほんまに町内産を使ってる場合は証明できますけど、逆に、株端全部落として隠してし

まうとどこの材か分かりません。

もう一つは、乾燥１２％というのはもう良い木ですから、多分そんな、今から半年ぐ

らいで、そんな加工品の乾燥度合いのいいもんが取れるかどうかも心配になりました。

それのほうをしっかり確認してもらいたいと思ってます。

最後に、事後審査型のことなんですけど、それ、事後審査いうよりも、当然入札を受

ける要件に出てくるもんで、審査型まで、そこまでなるのかな。その項目があって、印

象強かったんです。

まず、それで、税金払って、払ってというのは常識な話です。それは一般競争入札で

すから、全国どこからでも来れますんで、それは、その意味で言われているんだと思う

んですけども、本来プロポーザルとか、やり方をすると当然、技術者がいいだとか、例

えばデザインがいいだとか、何かに特性が出てくると思うんですけども、そういうもん

も全然審査されなかったのかなと思うてお尋ねしたんですけど、その辺りどうなんでし

ょう。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。今回の
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書架、本棚と造作家具につきましては、今現在、粟賀小学校の整備事業でお世話になっ

ております東畑建築事務所さんの設計の中に、ある程度参考として入っていたものとい

うふうなところで、外観等々含めまして、東畑建築事務所の設計の下、書架、それから

造作家具を設計していただいてたというふうなところになります。

ということで、今回の一般競争入札につきましては、その設計どおりに家具を納入し

ていただくというふうなところですので、プロポーザルというふうな形でなくて、入札

方式を取らせていただいたというところでございます。

また、木材の部分につきましては、今回そういうふうな形で、神河町産杉の集成材と

いうふうなところで、基本的にはその集成材が、杉材が足りるかどうかというふうなと

ころもちょっと不安なところもあったんですけれども、業者にも確認させていただいて、

立米数、数量的には、すごい数は必要ないというふうなところでして、中はりま森林組

合にもその分も確認しますと、できるだけ、できるだけといいますか、可能な範囲とい

うふうにお聞きをしておりますので、基本、中はりま森林組合のほうから納入をいただ

いて、集成材を作っていくと。その段階で乾燥するというふうなところも出てまいりま

すけれども、できるだけ、木材業者さんも一定の決まった仕入れ業者さんがあると思い

ますので、そこを通しながらきちっとした形で、割れないように、きちっと乾燥した木

材の供給をしていただくというふうなところで、そこにつきましては町としても指導さ

せていただきたいというふうに思っているところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。少しだけ教えてください。立派な書架

とか造作家具が設計されていますけれども、これは地震があっても倒れない、当然そう

だと思いますけども、工夫や施工がされているのか。その場合に、耐震ですね、震度６

か震度７か、８か、その辺りですね、分かれば教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課、石橋でございます。

今回のこの書架、造作家具につきましては、基本的には地震に耐え得る、倒れないとい

うふうな形での設計というふうなところ、設計もですし、製作にかかっていただくと。

その辺がやはり、普通のアルミとかスチールでできた図書、本棚とは違って、意外と高

価なものになっておるというふうなところが、その辺のしっかりしたものというふうに

御理解をいただきたいというふうに思います。

何ぼまで震度に対応するかというふうなところにつきましては、基本的には今現在の

建物自体の耐震性も含めてというふうなところになりますので、本棚だけの何ぼまで耐

えれるかというふうなところ、大変申し訳ない、把握してないんですけれども、基本的

には建物の耐震と同じくして耐えれるものというふうに考えております。以上でござい
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ます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ございませんか。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６７号議案は、原案のとおり

可決しました。

ここで昼食のため休憩します。再開を１３時ちょうどとします。

午後０時００分休憩

午後１時００分再開

○議長（澤田 俊一君） 再開します。

それでは、日程に戻ります。

・ ・

日程第１５ 第６８号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１５、第６８号議案、令和６年度神河町一般会計補正予

算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町一般会計補正予算（第１号）で、当初予算以降、補正要

因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の主な要因は、歳入では、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、医師修学

資金返還金、障害者自立支援給付費返還金、兵庫県町土地開発公社清算金、過年度町有

建物災害共済金受入金などの増額、今回の補正における財源調整として財政調整基金繰

入金の減額。歳出では、人事異動などに伴う人件費の補正、低所得者支援及び定額減税

補足給付金、いわゆる調整給付金、町単独土地改良事業補助金、空き家活用支援事業補

助金、宅地開発支援事業補助金などの増額、総合行政用コンピューター運営事業、コミ

ュニティ助成事業助成金などの減額でございます。
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これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１９３万０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９５億５９３万０００円とす

るものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

黒田総務課財政特命参事兼病院改革推進室長。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。それでは、第６８号議案の詳細につきまして御説明を申し上げます。

事項別明細書で説明をさせていただきますので、タブレットのほうは８ページをお願

いをいたしたいと思います。

まず、歳入でございます。１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助

金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（一体支援枠）１億６３万０００円の

増額でございます。これは、国が進めております低所得者支援及び定額減税補足給付金、

いわゆる調整給付の財源の措置として交付がされるものでございます。

続いて、４目土木費国庫補助金、社会資本整備総合交付金（定住促進分）３万００

０円の増額でございます。空き家活用支援事業補助金２件分でございまして、対象経費

は、補助対象経費４００万円、県の補助金が２００万円、町の負担金が２００万円に係

るものでございます。この町の負担分に対して補助がされるもので、補助率は２３％で

ございます。なお、２００万円の２３％では４６万円の増額になりますが、当初の予算

におきまして錯誤があった額も含めまして補正のほうをさせていただいてございます。

したがいまして、増額は３万０００円の増額となってございます。

また、２件分の申請箇所なんですが、１件が寺野区、これは居住用住宅への活用とい

うことでございます。もう１件が峠区で、民宿への活用というふうに聞いてございます。

続いて、１６款県支出金、２項県補助金、４目農林業費県補助金でございます。まず、

説明欄の上段でございます、農業経営スマート化促進事業補助金１５万円、少し下がり

まして、４段目になりますが、集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金１００万円

の増額でございます。これは、法人運営プロフェッショナル人材活用事業に対して補助

がされるものでございます。事業の概要につきましては、歳出のほうで御説明をさせて

いただきます。

次に、地域計画策定推進事業補助金（町推進事業分）ですが、５２万０００円の増

額になります。農業委員会推進事業分として１万円の減額で、補助金の内示により補正

をするものでございます。

続いて、多角的経営モデル育成事業補助金（実証事業分）ですが、６２万０００円

の減額です。地産地消学校給食推進事業に係るもので、減額相当分の事業を県のほうが
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執行することになりました。これに相当する減額を計上をいたしてございます。

続いて、農地有効活用総合事業補助金３５万０００円の増額でございます。農業法

人等が行います耕作放棄地の再生や活用を支援する事業に補助がされるものでございま

す。

続きまして、６目土木費県補助金でございます。空き家活用支援事業補助金として２

００万円の増額で、空き家活用支援事業２件分、先ほど申し上げました事業に係るもの

でございます。補助率につきましては２分の１となってございます。

続いて、３項県委託金、５目土木費県委託金、土地利用規制等対策交付金０００円

の減額で、交付決定によるものでございます。なお、交付決定額につきましては００

０円となってございます。

続いて、６目教育費県委託金、心の健康観察導入推進事業委託金２０万円の増額です。

これにつきましては、県が推進をしております児童生徒の心の観察の導入推進に関する

研究事業に係るもので、県から委託される所要経費を計上をいたしてございます。

続いて、１９款繰入金、２項基金繰入金、６目財政調整基金繰入金でございます。

２５０万０００円の減額でございます。今回の補正の財源調整のため減額をするもの

でございます。これによりまして補正後の残高でございますが、１５億０２２万０

００円の見込みでございます。

２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、コミュニティ助成事業助成金３８０万円の減額

です。一般社団法人自治総合センターからの助成金でございまして、当初の予算では３

件を予算化をいたしておりましたが、１件のみの採択になったことにより減額をするも

のでございます。

次のページをお願いをいたします。医師修学資金返還金９６０万円の増額でございま

す。貸与者１名から勤務辞退届があったものでございまして、貸与した金額が全額返還

されるものでございます。

続いて、神崎町活性化協議会受入金１８万０００円の増額です。合併前の平成１２

年に口座が開設をされておりますが、協議会自体は既に解散をしております。後ればせ

ながら今般、残余金を処分するものでございます。雑入で受入れをさせていただいて、

歳出の集落営農振興基金に積立てを予定をしております。

次に、障害者自立支援給付費返還金２１８万０００円の増額でございます。生活介

護、放課後等デイサービス事業所の行政処分に係る返還金でございます。少し行政処分

の理由を申し上げます。４件あります。まず、虚偽の申請、それから２点目に人員基準

の違反、３番目に不正請求、４番、虚偽報告で、当該事由によりまして不正に受け取っ

た報酬として返還請求を行うものでございます。

次に、兵庫県町土地開発公社清算金２７５万０００円の増額でございます。公社の

解散に伴う残余財産配分金でございます。少し内訳を申し上げたいと思います。出資金

が１５０万円、公社の利用実績割が４６万０００円、均等割は７８万０００円でご
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ざいます。

続いて、町有建物災害共済金受入金（過年度分）でございます。９２４万０００

円の増額でございます。昨年度に多発しました観光施設への落雷被害で、県内で同様の

落雷被害が大変多く、保険会社の審査、調査に時間を要しております。そのため、受入

れが本年度になったというものでございます。

続いて、１０ページをお願いします。歳出でございます。まず、歳出全般にわたりま

して、人件費につきまして、４月の人事異動、各課での担当替え、共済費保険料の変更、

その他異動に伴う補正、また、会計年度任用職員の採用等に伴う補正、そして、人件費

に係る特別会計への繰出金の補正をしております。なお、各科目での給料、職員手当、

共済費の個々の説明につきましては、割愛をさせていただきます。

それでは、少し飛びまして、２３ページの給与費の明細書を見ていただきたいと思い

ます。２、一般職⑴総括をお願いをいたします。区分、比較欄で、外書き両括弧上段は

再任用の職員、両括弧の下段につきましては会計年度任用職員でございます。一般職の

合計で、まず給料が８９８万０００円の減額、職員手当が４７８万０００円の減額、

共済費が２９４万０００円の減額で、合計しまして６７２万円の減額補正でござい

ます。そして、再任用職員では、合計で１万０００円の増額となっております。また、

会計年度任用職員の合計で１９８万０００円の増額となってございます。

すみません、戻っていただきまして、１０ページをお願いをいたします。１款の議会

費の補正でございますが、議会の構成替えに伴うものを補正をいたしてございます。

次のページをお願いをいたします。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、

システム改修委託料７１０万０００円の減額でございます。定額減税に係りますシス

テム改修委託料が確定をいたしました。そのため、不用額を減額計上をいたしてござい

ます。

続いて、４目財産管理費２８万０００円の増額となります。旧地域交流センターの

跡地活用で、契約事業者の解除により発生をいたします電気代、水道代、施設の管理費

を計上をいたしてございます。

次のページをお願いをいたします。６目の企画費でございます。コミュニティ助成事

業助成金３８０万円の減額でございますが、歳入でも御説明をさせていただきましたが、

助成の採択は１件だけになりました。それに伴う減額でございます。

８目諸費４４万０００円の増額でございます。歳入でも御説明をさせていただきま

したが、生活介護、放課後等デイサービス事業所の行政処分に係る国・県費の返還金で

ございます。

続いて、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、システム導入委託料１

９万０００円の増額でございます。戸籍の広域交付処理に伴います指静脈認証装置の

追加導入経費を計上をいたしてございます。この認証装置ですが、戸籍の取扱いの登録

をされた職員の認証を確認するものでございます。
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続いて、１４ページをお願いをいたします。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会

福祉総務費、物価高騰対策高齢者及び障害者施設支援金５０万円の減額です。支援金の

支給対象でありました生活介護、放課後等デイサービス事業所が行政処分を受けたこと

によりまして、支給の対象外となったものでございます。

続きまして、物価高騰対策低所得世帯支援給付金（新たな非課税等世帯分）４２５

万円の増額。それから、非課税給付は１０万円の給付でございまして、２４０世帯を見

込んでございます。均等割のみ課税世帯につきましては９０世帯、また、子供の加算５

万円の給付につきましては２５人を見込んでございます。

次に、定額減税に係ります調整給付金ですが、対象者は４１０人、０２５万円を

見込んでございます。これらの事業に係りますシステム改修委託料につきましては、

２０５万０００円を計上をいたしてございます。

続いて、４目医療助成費、システム改修委託料４８万０００円の増額でございます。

児童扶養手当法施行令が改正をされる関連で、母子家庭等の医療費助成費に関係をする

もののシステム改修でございます。

続いて、１５ページから１６ページになります。まず、５款の農林水産業費、１項農

業費、３目農業振興費、地産地消学校給食推進事業で、消耗品費が２万０００円、調

査委託料が６０万円、給食食材調達調整委託料１０万円を減額をいたして、また、多角

的経営モデル育成推進事業補助金として４０万円を増額し、これらは支出科目を修正を

したところでございます。

続いて、地域計画農地所有者意向調査業務委託料１３万０００円の増額で、補助金

の内示により事業費を増額をするものでございます。

集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金１００万円の増額でございます。少し事

業の概要ですが、集落営農の活性化に向けたビジョンづくりや人材確保、新たな作物の

導入などの取組を支援をするものでございます。株式会社山田営農の農業人材雇用経費

を計上をいたしてございます。

法人運営プロフェッショナル人材活用事業補助金１５万円の増額です。法人運営の人

材雇用、また、業務委託等を支援するものでございまして、これは農事組合法人越知谷

営農の人材活用経費として計上をいたしてございます。

続いて、農地有効活用総合対策事業補助金３５万０００円の増額でございます。こ

れも、農事組合法人越知谷営農の耕作放棄地再生・活用支援として、土畦畔除去等耕作

条件改善経費として計上をいたしてございます。

続いて、４目の農地費でございます。町単独土地改良事業補助金１７０万円の増額で

す。農地ののり面の崩壊など４件の追加計上となってございます。対象地区を申し上げ

ます。根宇野区、大畑区、越知区、為信区、それぞれ１件でございます。

集落営農振興基金積立金１８万０００円の増額は神崎町活性化協議会受入金で、歳

入のほうで御説明を申し上げたとおりでございます。
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続いて、１８ページをお願いをいたします。７款土木費、５項住宅費、２目住宅建設

費、多自然居住業務委託料６０万円の減額でございます。移住定住サポートセンターの

賃貸物件が町の所有になったことにより、家賃分を減額計上をしております。

空き家活用支援事業補助金４００万円の増額ですが、歳入で御説明を申し上げたとお

りでございます。

続いて、宅地開発支援事業補助金２５０万円の増額でございます。当初予算では３区

画１５０万円を計上をしておりましたが、８区画の造成事業の申請が予定をされている

ため、不足の５つの区画分の経費を計上をするものでございます。少し申請予定箇所を

申し上げます。支庁舎の建物の東側、約６００平方メートルの農地となってございま

す。

続いて、９款の教育費、１項教育総務費、２目事務局費の消耗品１５万円、コピー使

用料５万円の増額は、歳入でも御説明をいたしました県委託事業、心の健康観察導入推

進事業に係る経費でございます。全国的に不登校やいじめ、児童生徒の心の健康に関す

る課題が急増してございます。児童生徒の悩みや不安の早期発見・支援の有効性の検証

を目的とした事業でございます。本年度につきましては、兵庫県の独自のシートを活用

させていただきまして、心の健康観察として、ストレスチェック、アプリの導入などを

検討をしていくこととしております。

続いて、２０ページをお願いをいたします。５項社会教育費、１目社会教育総務費、

町指定文化財保護補助金１１万円の増額です。町指定の文化財であります宮野の立岩神

社のフジキ群生で、倒木の危険があるフジキがございます。その木の伐採に補助をする

ものでございます。

それでは、新規事業につきまして、低所得者支援及び定額減税補足給付金（調整給付

金）につきまして、事業の概要及び内容につきまして御説明をさせていただきます。

ページのほうは、２７ページになります。新規の事業としては２点でございます。ま

ず１点目が、物価高騰対策低所得世帯支援給付金事業（新たな非課税等世帯分）です。

補正額が２７２万０００円。財源の内訳ですが、国庫支出金、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金（一体支援枠）５１２万０００円となります。一般財源につ

きましては７６０万０００円でございます。事業の内容につきましては、事項別明細

書のほうで少し申し上げさせていただきましたので、省略をさせていただきます。

次に、２８ページになります。これが２点目です。今回、調整給付金支給事業という

ことで、定額減税に伴います調整給付金ということです。補正額が８２５万０００

円、財源の内訳は、国庫支出金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（一体支援

枠）５５１万０００円、一般財源が２７４万０００円でございます。本年度実施

をいたします所得税、個人住民税所得割の定額減税を十分に受けられない方に対しまし

て、当該上回る額の合算額を基礎として、１万円単位で切り上げて算定した額を支給す

るものでございます。対象者につきましては、４１０人を見込んでございます。
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次のページに、調整給付金の対象者の方に向けた、県が示しておりますチラシのほう

を掲載をしております。少し御確認をいただきたいと思います。

簡単に定額減税のほうを申し上げれば、納税者、同一生計配偶者、また、扶養親族１

人につき４万円の定額減税がされるということです。所得税からは３万円、個人住民税

所得割からは１万円の定額減税がなされるということでございます。

これらの中で定額減税し切れないと見込まれる方に対しまして、額を１万円単位に切

り上げまして調整給付金が支給をされます。少し給付金のイメージ図が載っております

が、こういう形でございます。いわゆる定額減税で救済されない部分を救済していくと

いうような図面になってます。

そして、その下には少し事例を挙げております。また御覧をいただいて、確認をして

いただけたらと思います。

そして、これらの給付金につきましては、給付の確認書を送らせていただき、それを

返信いただいて、それを確認していった中で、口座も確認をさせていただきながら給付

をしていくという流れになってきます。

以上が新規事業の説明なんですが、少し私のほうで、最後に、給付のスケジュールに

つきまして簡単に申し上げたいと思います。

まず、１点目の新たな非課税等の世帯の給付のスケジュールなんですが、本議会で議

決をいただきましたら、早速にシステム改修に入っていきたいというふうに思っており

ます。そして、８月の上旬に、対象者の方にプッシュ型で確認書を送付をさせていただ

きます。そして、８月の下旬から給付金を順次支給を開始していきたいというふうな計

画をしてございます。

それから、２点目の調整給付金ですが、これにつきましても議決をいただきましたら

早速にシステム改修に取りかかりたいというふうに思っております。そして、これにつ

いては少しずれますが、９月の上旬ぐらいにプッシュ型で確認書を送付をさせていただ

きたいというふうに思っております。そして、９月の下旬からは、順次支給のほうを開

始をさせていただくというスケジュールにしております。

担当をいたします健康福祉課と十分にスケジュール等につきましても確認をした中で、

間違いがなく、確実に給付のほうを行っていくスケジュールということで確認をしてご

ざいます。できるだけ速やかに給付のほうを、お手元にお金が届くようにということで

努めてまいりたいと思いますので、よろしく御理解をいただきたいというふうに思いま

す。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いをいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。８ページの歳入のところですけども、
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教育費県委託金ですね、２０万円、心の健康観察導入推進事業、これ、児童の観察とい

うような形になると説明あったんですけど、具体的にどういう形でこれは事業がされる

んでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。今年度、

新年度に入って県の教育委員会から打診があった委託事業でございます。

今年度につきましては、小学校３年生、小学校６年生、中学校１年生を対象としてア

ンケートを実施する予定です。そのアンケート結果を集計して県教委のほうに報告し、

アンケートの内容、項目等について今年度研究を行い、将来的にはアプリの導入を県教

委のほうで進められるということでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。１８ページの宅地開発支援事業補助金

の件でお尋ねします。

５月の産業建設常任委員会で、これの要綱が緩和されたと思うんですけども、今回こ

の対象になる５区画は、いわゆる要綱が緩和されたから対象になるのか、それとも要綱

が緩和されなくても対象地域だったのかっていう件を教えていただけますか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

今回の対象地域につきましては、緩和をされた関係で対象地域になったということです。

以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ございませんか。よろしいでしょうか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようであります。質疑を終結します。

ここでお諮りします。本案については、総務文教常任委員会に審査を付託したいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第６８号議案は、総務文

教常任委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第１６ 第６９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１６、第６９号議案、令和６年度神河町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。
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山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）でござい

まして、当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、４月の職員の人事異動による人件費の変更、法改正に伴うシステム改

修費と役務費の増額をするものです。人件費に係る補正のため、一般会計繰入金の変更

を併せて行うものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７５万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億８０４万０００円とするも

のでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。第６９号議案の詳細

説明を申し上げます。

では、事項別明細書の６ページを御覧ください。まず、歳入で、４款１項１目保険給

付金等交付金ですが、法改正により被保険者証更新時にマイナンバーの下４桁を全被保

険者に通知し確認を取ることとなり、その通知に要する特定記録付郵便料が交付金対象

となるため、２１万０００円の増額としております。

次に、６款１項１目一般会計繰入金ですが、職員の人事異動に伴い、人件費を１０３

万０００円増額としております。

次の６款２項１目財政調整基金繰入金は、このたびの補正の財源確保のため５０万円

の増額となります。

次に、歳出となりますが、１款１項１目一般管理費は、職員の人事異動に伴う人件費

を、給料、職員手当等、共済費の合計で１０３万０００円の増額としております。

同じく１款１項１目一般管理費で、役務費２１万０００円、制度改正に伴うシステ

ム改修委託料５０万円の増額となります。これは、法改正により、健康保険証更新時に

マイナンバーの下４桁を全被保険者に通知することとなったためのシステム改修費と、

歳入の保険給付費等交付金の増額補正要因としております、保険証更新時のマイナンバ

ー通知に使用する特定記録付郵便の役務費となります。

以上、第６９号議案の詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。
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本議案に対する質疑に入ります。質疑のある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

本議案については、総務文教常任委員会に審査を付託した第６８号議案、令和６年度

神河町一般会計補正予算（第１号）との関連がありますので、本議案に対する討論、採

決は最終日に行います。御了承願います。

・ ・

日程第１７ 第７０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１７、第７０号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）でござ

いまして、当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、職員共済組合負担金の率の変更に伴い一般管理費を減額するもので、

人件費を伴う補正のため、一般会計繰入金の減額も併せて行うものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７９２万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） ただいま町長から提案説明がありましたが、歳入歳出の総額が、

予算書の記載とただいまの説明が食い違っているように思いますけれども、よろしいで

しょうか。

暫時休憩します。

午後１時４１分休憩

午後１時４２分再開

○議長（澤田 俊一君） 再開します。

ただいまの提案につきまして、町長から訂正がございます。お願いします。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 失礼いたします。先ほど第７０号議案の提案説明をさせていた

だきましたが、その中で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７９２万０００円

と申し上げましたが、それは間違いでございまして、正しくは２億７４６万０００

円とするものでございます。

おわびを申し上げ、訂正のほどよろしくお願いいたします。
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○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

本議案についても、第６９号議案と同様の理由により、本議案に対する討論、採決は

最終日に行います。御了承願います。

・ ・

日程第１８ 第７１号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１８、第７１号議案、令和６年度神河町介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）でございまし

て、当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正をいたしております。

補正の内容は、職員の人事異動等により減額補正をするもので、人件費等を伴う補正

のため、一般会計繰入金の減額補正も行うものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７４９万０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８２７万円とするものでご

ざいます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

本議案についても、第６９号議案と同様の理由により、本議案に対する討論、採決は

最終日に行います。御了承願います。

・ ・

日程第１９ 第７２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１９、第７２号議案、令和６年度神河町水道事業会計補

正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。
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本議案は、令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第１号）でございまして、当初

予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的支出の予定額で、４月の職員の人事異動等に伴い、

総係費の給料、手当、法定福利費等で１７万０００円を増額、予算収支均衡の原則か

ら１７万０００円を予備費で減額いたしております。

次に、予算第４条の資本的支出でも、４月の職員の人事異動等に伴い、１２万００

０円の減額をいたしております。また、比延浄水場のろ過膜更新費用として２６５万

円の増額をしております。

資本的収入額が資本的支出に対し不足する額２億１０５万０００円は、過年度分

損益勘定留保資金等で補填いたします。

次に、予算第７条に定めた、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、

職員給与費を１万０００円減額し、７１１万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課の谷綛でございます。第７２号議案、令和

６年度水道事業会計補正予算の主なものについて詳細説明をさせていただきます。

３条予算及び４条予算の事務費につきましては、町長が説明しましたとおり、４月の

人事異動等によるものでございます。私からの説明は割愛をさせていただきます。

資本的支出で、１款建設改良費、２目施設費の工事請負費は、比延浄水場の膜モジュ

ールの交換工事でございます。比延浄水場の膜ろ過装置は２系統ございまして、１系統

は令和３年度に交換を行っております。今回交換を行うものは、前回、平成２３年に交

換しましてから１３年が経過したものでございまして、メーカー推奨の交換は７年と言

われていますが、原水が大変きれいなため、約倍の１３年間使用ができたものでござい

ます。４月中旬から膜異常の警報が時々発生をしておりまして、緊急で更新を行いたく、

今回、２６５万円の増額補正を行うものでございます。

以上で、令和６年度水道事業会計予算の詳細説明を終わらせていただきます。御審議

よろしくお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕
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○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第７２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第７２号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２０ 第７３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２０、第７３号議案、令和６年度神河町下水道事業会計

補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第１号）でございまして、当

初予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的支出の予定額で、４月の職員の人事異動等に伴い

総係費を補正するもので、給料、手当、法定福利費等で６１２万０００円の増額、予

算収支均衡の原則から、予備費を６１２万０００円減額いたしております。

次に、予算第４条の資本的支出で、４月の職員の人事異動等に伴い、事務費の給料、

手当、法定福利費等、１２万０００円の増額をいたしております。資本的収入額が資

本的支出に対し不足する額３億２９７万０００円は、過年度分損益勘定留保資金等

で補填いたします。

次に、予算第７条に定めた、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、

職員給与費を６１７万０００円増額し、０２７万０００円とするものでございま

す。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。先ほど町長のほうから職員給

与費を６１７万０００円増額しとありますけども、資料の１０ページを見ていただき

ますと、補正予算額が６１７万０００円増額し、０２７万０００円となっており

ますので、おわびして訂正をお願いしたいというふうに思います。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ただいま訂正がございました。

質疑を行います。質疑ございませんか。よろしいでしょうか。
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〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第７３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第７３号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２１ 第７４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２１ 第７４号議案、令和６年度公立神崎総合病院事業

会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第１号）でございまして、

当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

このたびの補正は予算第３条の収益的支出のみでございまして、医師職及び事務職の

人件費に係る補正でございます。まず、医師職です。医師職の給料及び手当額は、条例

規則にのっとり、経験年数等により算定しますが、４月の異動により神戸大学等から受

け入れた医師の経験年数が想定より短かったことにより差異が生じましたので減額いた

します。

次に、事務職です。前事務長は県から派遣いただいていましたので、人件費相当額を、

給与費ではなく、３目経費、１５節諸会費の負担金で計上しておりましたが、高階副院

長兼事務長は任期付職員として採用したため、人件費を給与費で計上するため予算の組

替え、加えて、６月１日付で事務職員１名を採用しましたので、その職員分を併せて補

正するものでございます。これらによりまして、収益的支出の１項医業費用で２１３万

０００円減額し、病院事業費用を３６億３８２万０００円とし、予算第７条に定

めた、議会の議決を経なければ流用することができない経費の給与費を２３億８６２

万０００円に補正いたします。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明申し上げますので、よろしく御審議を

お願いいたします。
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○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。それでは、

本議案の詳細説明をさせていただきます。

個々に補正内容を御説明申し上げます。２０ページを御覧ください。予算第３条の収

益的支出です。補正の内容は、町長が申し上げたとおり、人件費に係る補正でございま

す。１目給与費で９３６万０００円の増額ですが、その内訳は、１節医師給を１５９

万０００円減額、４節事務員給を８２４万０００円増額、６節医師手当を２７６万

円減額、９節事務員手当を２１７万０００円増額、１４節法定福利費を３３０万０

００円の増額です。一方、３目経費、１５節諸会費で計上していた人件費負担金１５

０万円を減額し、医業費用差引き２１３万０００円減額させていただくものです。

２２ページはキャッシュフロー計算書、２３ページから２６ページは給与費明細書で

ございます。

２７ページを御覧ください。この資料は、補足的に添付している説明資料でございま

すが、ほぼ中段に３条予算の収支差を掲載しています。左から２列目の当初予算時には、

費用が収入を２億２４６万０００円上回ることとしていましたが、このたびの補正

により、右から２列目、予算現額計の列を見ていただくと、２億０３２万０００円

のマイナスとなり、費用が収入を上回ることに変わりはございませんが、収支差が少し

縮まった状況でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議お願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第７４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第７４号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

○議長（澤田 俊一君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

ここでお諮りします。委員会に付託した議案審査のため、明日から６月１７日まで休

会したいと思いますが、これに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、委員会に付託した議案審

査のため、明日から６月１７日まで休会と決定しました。

次の本会議は、６月１８日、午前９時再開とします。

本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。

午後２時０１分散会
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